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ロシアにおける不利益処分手続の展開　

ロ
シ
ア
に
お
け
る
不
利
益
処
分
手
続
の
展
開

バ
ト
ト
ル
ガ　

ド
ゥ
ル
グ
ー
ン

は
じ
め
に

第
一
章　

ソ
連
邦
に
お
け
る
不
利
益
処
分
手
続

　

第
一
節　

ソ
連
邦
に
お
け
る
行
政
法
・
行
政
手
続
観

　

第
二
節　

ソ
連
邦
に
お
け
る
行
政
罰
の
賦
科
手
続
と
そ
の
他
の
不
利
益
処
分
に
対
す
る
法
的
統
制

第
二
章　

ロ
シ
ア
に
お
け
る
不
利
益
処
分
手
続

　

第
一
節　

ロ
シ
ア
に
お
け
る
行
政
手
続
観

　

第
二
節　

行
政
手
続
に
関
す
る
法
律
の
草
案
に
お
け
る
不
利
益
処
分
手
続
の
検
討

　

第
三
節　

ロ
シ
ア
の
現
行
法
に
お
け
る
不
利
益
処
分
手
続

ま
と
め
と
展
望

は
じ
め
に

　

ソ
連
邦
崩
壊
の
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
現
在
に
至
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
の
旧
ソ
連
邦
諸
国
で
は
、
事
前
手
続
に
関
す
る
法
律
の
立
法

化
が
進
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
旧
ソ
連
邦
諸
国
の
う
ち
、
今
日
の
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ロ
シ
ア
連
邦
で
は
、
未
だ
に
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論　　　説

行
政
手
続
に
関
す
る
統
一
的
か
つ
一
般
的
な
法
律
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
ソ
ビ
エ
ト
法
学
に
お
け
る

「
行
政
手
続
観
」
の
影
響
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ソ
ビ
エ
ト
法
体
系
諸
国
に
お
け
る
行
政
手
続
法
は
、
コ

モ
ン
・
ロ
ー
系
諸
国
や
大
陸
法
諸
国
に
お
け
る
行
政
手
続
法
と
異
な
る
一
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
の
特
殊
性
を
も
っ
て
い
る
と
い
え
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

近
年
で
は
、
Ｅ
Ｕ
行
政
手
続
法
模
範
草
案
の
作
成
を
は
じ
め
、
国
際
的
に
行
政
手
続
法
の
共
通
化
・
平
準
化
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ

の
背
景
に
は
、
ソ
連
邦
崩
壊
に
と
も
な
い
、
欧
米
や
日
本
と
い
っ
た
先
進
国
の
政
府
機
関
お
よ
び
支
援
機
関
が
体
制
移
行
国
を
対
象
に

行
っ
た
法
整
備
支
援
の
影
響
が
、
一
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
行
政
手
続
法
の
共
通
化
・
平
準
化
の
中
で
も
、
旧
ソ
連
邦
諸

国
の
ほ
と
ん
ど
は
、
行
政
手
続
法
、
と
く
に
、
不
利
益
処
分
手
続
の
制
度
に
関
し
て
は
、
固
有
の
特
質
を
内
包
し
つ
つ
発
展
し
て
い
る

と
い
え
る
。

　

本
稿
は
、
旧
ソ
連
邦
諸
国
の
う
ち
、
ロ
シ
ア
連
邦
に
お
け
る
不
利
益
処
分
手
続
の
歴
史
的
展
開
を
客
観
的
に
検
討
し
、
そ
の
よ
う
な

展
開
過
程
に
お
け
る
特
殊
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
一
章　

ソ
連
邦
に
お
け
る
不
利
益
処
分
手
続

　

本
章
で
は
、
ロ
シ
ア
・
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
社
会
主
義
共
和
国
（
以
下
、「
ソ
ビ
エ
ト
」
ま
た
は
「
ソ
連
邦
」
と
い
う
。）
に
お
け
る
行
政

法
の
特
徴
と
行
政
手
続
観
を
概
括
し
た
う
え
で
（
第
一
節
）、
ソ
連
邦
に
お
け
る
不
利
益
処
分
手
続
を
検
討
す
る
（
第
二
節
）。
不
利
益

処
分
手
続
の
検
討
を
行
う
に
あ
た
り
、
行
政
法
・
行
政
手
続
観
に
つ
い
て
も
考
察
す
べ
き
理
由
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
に
、
実
体

法
の
運
用
に
か
か
る
手
続
を
規
律
す
る
の
が
手
続
法
で
あ
る
と
い
う
側
面
か
ら
見
た
場
合
は
、
行
政
手
続
の
議
論
に
先
立
ち
実
体
法
と

し
て
の
「
行
政
法
」
の
概
念
・
特
質
を
み
る
必
要
が
あ
る
。
第
二
に
、
行
政
法
の
総
体
を
な
す
行
政
法
律
は
、
そ
の
内
容
が
国
家
（
行

（
1
）

（
2
）

（
3
）
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ロシアにおける不利益処分手続の展開　

政
）
と
市
民
の
関
係
に
関
わ
る
こ
と
か
ら
、
憲
法
と
と
も
に
公
法
に
属
し
、
憲
法
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
。
と
り
わ
け
、
社
会
主
義

体
制
下
に
お
い
て
は
、
憲
法
の
制
度
的
・
思
想
的
影
響
が
大
き
い
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
憲
法
や
行
政
法
の
背
景
に
あ
る
思
想
を
検

討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ロ
シ
ア
に
お
け
る
行
政
手
続
観
の
変
化
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
第
一

節
で
は
、
ソ
連
邦
に
お
け
る
憲
法
や
行
政
法
の
思
想
を
簡
単
に
ま
と
め
て
お
く
。

　

ソ
連
時
代
の
憲
法
お
よ
び
行
政
法
の
体
系
に
つ
い
て
は
、
稲
子
恒
夫
、
藤
田
勇
、
行
政
罰
の
法
制
に
つ
い
て
は
、
市
橋
克
哉
が
著
書

ま
た
は
論
文
に
お
い
て
貴
重
な
業
績
を
残
し
て
い
る
。
本
章
の
ソ
連
邦
に
お
け
る
不
利
益
処
分
手
続
の
検
討
は
、
そ
の
よ
う
な
先
行
研

究
に
負
っ
て
い
る
。

第
一
節　

ソ
連
邦
に
お
け
る
行
政
法
・
行
政
手
続
観

　

一
九
一
七
年
の
ロ
シ
ア
革
命
を
起
源
と
し
て
誕
生
し
た
ソ
連
邦
で
は
、
一
九
一
八
年
、
一
九
三
六
年
、
一
九
七
七
年
に
憲
法
が
制
定

さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
憲
法
の
う
ち
、
一
九
一
八
年
の
憲
法
が
「
革
命
的
憲
法
」、
一
九
三
六
年
と
一
九
七
七
年
の
憲
法
が
本
来
の
「
社

会
主
義
的
憲
法
」
の
性
質
を
有
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
社
会
主
義
的
憲
法
の
主
要
な
特
徴
と
し
て
は
、
私
有
財
産
権
の
否
定
、
一

党
独
裁
制
、
権
力
統
合
の
原
則
、
社
会
主
義
的
適
法
性
（социалистическая законность

）
の
原
理
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ソ

ビ
エ
ト
連
邦
共
産
党
（Коммунистическая пратия С

оветского С
ою

за

）
は
、「
社
会
主
義
国
家
の
建
設
」
を
憲
法
ま
た
は
法
制
度

の
目
的
と
し
た
う
え
で
、「
社
会
主
義
的
適
法
性
・
社
会
主
義
国
家
の
利
益
」
の
遵
守
な
い
し
保
護
を
す
べ
て
の
国
家
機
関
な
ら
び
に

人
民
に
求
め
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
社
会
主
義
的
憲
法
の
理
念
は
、
行
政
法
お
よ
び
行
政
手
続
観
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
た
の
だ
ろ

う
か
。

（阪大法学）71（2-117）　443 〔2021. 7 〕
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一　

ソ
ビ
エ
ト
行
政
法
の
特
徴

　
「
社
会
主
義
的
適
法
性
の
原
理
」
は
、
す
べ
て
の
国
家
機
関
の
公
務
員
（долж

ностное лицо

）
な
ら
び
に
人
民
に
法
令
の
厳
守
を

呼
び
か
け
る
原
理
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
遵
守
さ
れ
る
べ
き
「
法
（закон

）」
と
は
、
ソ
ビ
エ
ト
法
学
に
お
い
て
「
特
有
」
の
意
味
を

持
っ
て
い
た
。

　

ソ
ビ
エ
ト
法
学
に
お
い
て
は
、
ス
ト
ゥ
ー
チ
カ
（Стучка П

.И

）
や
ヴ
ィ
シ
ン
ス
キ
ー
（В

ы
ш

инский А
.Я

）
に
よ
る
「
法
」
の
定

義
が
通
説
と
な
っ
た
。
ス
ト
ゥ
ー
チ
カ
は
、「
法
」
を
支
配
階
級
の
利
益
に
照
応
し
、
か
つ
支
配
階
級
の
組
織
さ
れ
た
力
に
よ
っ
て
保

護
さ
れ
る
社
会
諸
関
係
の
体
系
で
あ
る
と
し
た
。
ヴ
ィ
シ
ン
ス
キ
ー
も
、「
支
配
階
級
の
意
思
を
表
現
し
、
立
法
手
続
に
よ
っ
て
制
定

さ
れ
た
行
為
諸
規
則
、
並
び
に
、
そ
の
適
用
が
、
支
配
階
級
に
有
利
で
好
都
合
な
社
会
関
係
の
保
護
・
強
化
・
発
展
の
た
め
に
国
家
の

強
制
力
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
国
家
権
力
に
よ
っ
て
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
う
け
た
慣
習
及
び
共
同
生
活
諸
規
則
の
総
体
」
で

あ
る
と
定
義
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ヴ
ィ
シ
ン
ス
キ
ー
も
、
ス
ト
ゥ
ー
チ
カ
と
同
様
に
、「
法
」
を
「
支
配
階
級
に
好
都
合
」
な
規
範
と

し
て
解
し
て
い
る
点
で
同
じ
で
あ
り
、
こ
う
し
た
「
法
」
に
対
す
る
考
え
方
は
、
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
法
学
の
特
徴
で
も
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
社
会
主
義
体
制
下
に
お
い
て
は
、「
適
法
性
」
の
原
理
に
よ
っ
て
、
国
家
機
関
と
人
民
（
第
一
章
で
は
、「
人
民
」
と
い
う
言

葉
を
用
い
る
。）
に
法
令
の
厳
守
が
求
め
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
法
令
は
、
す
べ
て
「
支
配
階
級
＝
国
家
」
の
意
思
を
表
現
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。

　

ソ
ビ
エ
ト
行
政
法
は
、
ソ
ビ
エ
ト
法
学
の
中
で
最
も
遅
れ
て
い
た
部
門
で
あ
り
、
そ
の
存
在
が
長
い
あ
い
だ
無
視
さ
れ
、
否
定
さ
れ

続
け
た
。
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
国
家
に
お
け
る
行
政
法
は
、
い
く
つ
か
の
特
質
を
も
っ
て
い
る
。
第
一
に
、
ソ
連
邦
に
お
い
て
「
行
政

法
」
に
対
す
る
理
解
が
必
ず
し
も
統
一
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
ス
ト
ゥ
デ
ニ
キ
ン
（Студеникин С

.С

）
は
、
ソ
ビ
エ
ト
国

家
行
政
法
（государственное управление

、
こ
れ
は
「
国
家
管
理
」
と
も
訳
さ
れ
て
お
り
、「управление

（upravleniye

）」
に
は
、

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）
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「
管
理
」
の
意
味
が
強
い
）
と
は
、
す
べ
て
の
国
家
権
力
機
関
の
執
行
・
処
分
活
動
を
規
制
す
る
法
規
範
の
総
体
で
あ
る
と
し
た
が
、

他
方
、
ペ
ト
ロ
フ
（П

етров Г.И

）
は
、
国
家
の
執
行
・
処
分
機
関
（исполнительны

е и распорядительны
е органы

）
の
活
動

を
規
制
す
る
法
規
範
の
総
体
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
裁
判
所
、
立
法
府
を
は
じ
め
す
べ
て
の
国
家
機
関
の
行
う
執
行
・
処
分
活
動
に
関

す
る
法
規
範
を
「
行
政
法
」
と
す
べ
き
か
、
執
行
・
処
分
機
関
の
行
う
活
動
の
み
に
関
す
る
法
規
範
を
「
行
政
法
」
と
理
解
す
る
べ
き

か
に
つ
い
て
の
見
解
が
統
一
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

第
二
に
、
ソ
ビ
エ
ト
行
政
法
は
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
共
産
党
の
掲
げ
た
「
社
会
主
義
国
家
の
建
設
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
実
施
す
る

た
め
の
「
道
具
」
で
あ
っ
た
（
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
共
産
党
の
権
力
的
支
配
の
道
具
と
も
い
わ
れ
て
い
る
）。

　

第
三
に
、
ソ
ビ
エ
ト
行
政
法
は
、
権
利
義
務
の
体
系
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
行
政
法
令
が
「
行
政
の
広
い
裁

量
」
に
任
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
社
会
主
義
的
憲
法
に
お
い
て
は
、
立
法
権
と
執
行
権
の
統
合
が
基
本
原
理
と
し
て
構
築
さ
れ
て
い

る
た
め
、
執
行
・
処
分
機
関
が
、
立
法
権
を
も
握
っ
て
い
た
こ
と
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

二　

行
政
手
続
観

１
　
行
政
の
行
為
形
式

　

学
説
に
よ
れ
ば
、
ソ
ビ
エ
ト
国
家
行
政
行
為
（акты

 государственного управления

）
と
は
、
法
律
に
基
づ
き
お
よ
び
、
法
律
を

執
行
す
る
た
め
、
法
律
の
定
め
た
手
続
に
し
た
が
っ
て
、
そ
の
権
能
を
行
使
す
る
執
行
・
処
分
機
関
の
行
う
活
動
の
一
種
で
あ
る
。
国

家
行
政
行
為
は
、
具
体
的
に
は
幹
部
会
令
、
決
定
、
決
議
、
処
分
、
命
令
等
の
よ
う
に
多
様
な
名
の
下
で
下
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
国

家
行
政
行
為
は
、
そ
の
性
質
に
よ
っ
て
「
行
政
的
ま
た
は
個
別
的
行
為
（административны

й

）」
と
「
基
準
を
も
う
け
る
行
為
ま
た

は
一
般
原
則
を
定
め
る
行
為
（нормативны

й

）（
規
範
的
行
為
）」
に
分
類
さ
れ
る
。

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）

（
16
）

（
17
）
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論　　　説

２　

行
政
手
続
観

　

ソ
連
時
代
は
、
行
政
手
続
に
関
連
す
る
最
も
根
本
的
な
議
論
と
し
て
、「
手
続
」
を
意
味
す
る
ロ
シ
ア
語
の
「
プ
ロ
セ
ス

（процесс

）」
と
「
プ
ロ
イ
ズ
ワ
ォ
ツ
ワ
ォ
（производство

）」
と
い
う
二
つ
の
用
語
を
い
か
に
理
解
す
る
か
と
い
う
議
論
が
展
開

さ
れ
た
。
例
え
ば
、
サ
リ
シ
ェ
バ
（С

алищ
ева Н

.Г

）
に
よ
れ
ば
、「
プ
ロ
イ
ズ
ワ
ォ
ツ
ワ
ォ
」
と
は
、
国
家
権
力
機
関
の
行
う
執

行
・
処
分
活
動
を
い
う
と
し
、
と
く
に
、
そ
の
よ
う
な
活
動
の
う
ち
、
規
範
的
行
為
（административно правовы

е нормы

）
の
決

定
を
行
う
た
め
の
手
続
を
意
味
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、「
プ
ロ
セ
ス
」
と
は
、
行
政
法
関
係
か
ら
生
じ
る
紛
争
を
解
決
す
る
た
め
の
手

続
、
お
よ
び
行
政
上
の
強
制
措
置
に
関
す
る
手
続
を
い
う
。

　

他
方
、
異
な
る
意
見
と
し
て
、
ソ
ロ
キ
ン
（С

орокин В
.Д

）
は
、「
プ
ロ
セ
ス
」
を
「
プ
ロ
イ
ズ
ワ
ォ
ツ
ワ
ォ
」
よ
り
マ
ク
ロ
的

な
概
念
と
と
ら
え
る
。
す
な
わ
ち
、
行
政
プ
ロ
セ
ス
に
は
、
①
規
範
的
行
為
（нормативны

й акт

）
の
制
定
手
続
、
②
申
請

（заявление

）
の
処
理
手
続
、
③
不
服
申
立
て
（ж

алоба

）
の
審
理
手
続
、
④
行
政
組
織
手
続
（производство по делам 

организационного характера в аппарате государственного управления

）、
⑤
表
彰
状
交
付
手
続
（производство по делам о 

поощ
рениях

）、
⑥
行
政
罰
の
賦
科
手
続
が
含
ま
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ソ
ロ
キ
ン
の
い
う
「
行
政
プ
ロ
セ
ス
」
は
、
執
行
・
行
政
機

関
の
内
部
的
な
手
続
を
も
含
ん
で
い
た
点
で
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。

　

ソ
ロ
キ
ン
の
挙
げ
て
い
る
行
政
プ
ロ
セ
ス
は
、
規
範
的
行
為
ま
た
は
個
別
的
行
為
の
制
定
の
前
後
か
、
人
民
の
権
利
へ
の
影
響
の
有

無
、
手
続
の
参
加
者
と
い
う
基
準
で
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
図
表
１
）。
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
は
、
次
の
通
り
で

あ
る
。

①　

行
政
の
規
範
的
行
為
の
制
定
手
続
は
、
国
家
権
力
機
関
が
行
政
の
規
範
的
行
為
を
制
定
す
る
た
め
の
手
続
で
あ
る
。

②　

申
請
の
処
理
手
続
は
、
人
民
が
自
ら
に
法
律
上
付
与
さ
れ
た
権
利
を
行
使
す
る
た
め
に
、
そ
の
旨
を
国
家
権
力
機
関
（
執
行
・
処

（
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分
機
関
の
み
な
ら
ず
す
べ
て
の
国
家
機
関
）
に
対
し
て
申
し
立
て
、
国
家
権
力
機
関
が
そ
の

申
請
を
処
理
す
る
手
続
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
、「
申
請
（заявление

）」
と
は
、
国
家
権

力
機
関
ま
た
は
執
行
・
処
分
機
関
の
通
常
の
活
動
に
お
け
る
権
利
ま
た
は
法
的
利
益
の
行
使

に
関
す
る
人
民
の
訴
え
を
意
味
す
る
。

③　

不
服
申
立
て
（ж

алоба

）
の
審
理
手
続
は
、
こ
の
類
型
の
う
ち
、
唯
一
の
事
後
手
続

で
あ
り
、
国
家
権
力
機
関
の
行
っ
た
行
為
に
よ
り
人
民
の
権
利
ま
た
は
法
的
利
益
が
侵
害
さ

れ
た
場
合
は
、
上
級
機
関
に
対
し
て
不
服
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

④　

ソ
ビ
エ
ト
行
政
法
は
、
内
部
的
な
性
質
を
有
す
る
行
政
組
織
手
続
を
行
政
プ
ロ
セ
ス
の

一
種
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
ソ
ロ
キ
ン
は
、
行
政
組
織
手
続
に
つ
い
て
、「
執
行
・
処

分
機
関
の
行
う
組
織
的
活
動
を
反
映
し
て
い
る
た
め
、
通
常
の
手
続
（
プ
ロ
セ
ス
）
の
概
念

と
異
な
る
」
こ
と
を
強
調
し
た
う
え
で
、
ソ
ビ
エ
ト
法
に
お
い
て
行
政
プ
ロ
セ
ス
の
一
種
と

し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
理
由
を
次
の
通
り
述
べ
て
い
る
。「
ソ
ビ
エ
ト
国
家
行
政
機
能
の
効

率
化
の
た
め
に
は
、
国
家
権
力
機
関
の
相
互
間
ま
た
は
国
家
権
力
機
関
の
内
部
的
関
係
を
合

理
的
か
つ
統
一
的
に
規
律
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
際
に
、『
行
政
手
続
（
プ
ロ
セ
ス
の
規

律
』
の
助
け
を
借
り
て
い
る
」
と
論
じ
て
い
る
。

⑤　

事
前
手
続
の
う
ち
表
彰
状
交
付
手
続
は
、
ソ
ビ
エ
ト
国
家
の
「
説
得
・
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
措
置
」
の
手
段
と
し
て
人
民
ま
た
は
企
業
（предприятие

）、
機
関
（учреж

дение

）、

法
人
（организация

）
に
多
種
の
表
彰
状
（поощ

рение

）
を
付
与
す
る
た
め
の
手
続
で

（
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）

（
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）
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図表 １　行政プロセスの類型化とその性質

種　類 行政作用の 
事前 or 事後 人民の権利への影響 手続の参加者

行政の規範的行為の制定手続 事前 × 行政内部

申請の処理手続 事前 ○ 人民

不服申立ての審理手続 事後 〇 人民

行政組織手続 事前 × 内部と他の行政機関

表彰状交付手続 事前 〇 人民

行政罰の賦科手続 事前 〇 人民

出所：ソロキンによる行政プロセスの類型化をもとに筆者が作成
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あ
る
。
一
九
六
七
年
二
月
一
七
日
に
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
共
産
党
中
央
委
員
会
と
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
閣
僚
理
事
会
は
、「
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
国
家

及
び
レ
ー
ニ
ン
の
表
彰
に
関
す
る
」
決
議
を
採
択
し
て
い
る
。
こ
の
決
議
は
、
表
彰
状
交
付
の
要
件
、
申
請
期
間
、
申
請
手
続
（
委
員

会
で
検
討
す
る
）
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。

⑥　

事
前
手
続
の
う
ち
、
人
民
の
権
利
ま
た
は
法
的
利
益
に
不
利
益
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
は
、
行
政
罰
の
賦
科
手
続
で
あ
る
。
こ
の
行

政
罰
の
賦
科
手
続
は
、
ソ
ビ
エ
ト
行
政
法
の
中
で
最
も
主
要
な
部
分
で
あ
り
、
ソ
ビ
エ
ト
行
政
法
の
著
書
に
お
い
て
も
ほ
と
ん
ど
の
部

分
を
占
め
て
い
る
。
な
お
、
一
部
の
行
政
罰
は
、
裁
判
官
に
よ
っ
て
賦
科
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
刑
事
・
民
事
の
裁
判
手
続
と
並
ぶ

裁
判
手
続
と
み
る
見
解
が
あ
る
が
、
行
政
罰
の
賦
科
手
続
は
、
裁
判
手
続
と
異
な
る
行
政
的
活
動
の
特
殊
形
態
と
み
る
の
が
多
数
説
で

あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ソ
連
時
代
に
お
け
る
行
政
手
続
観
は
、
事
前
手
続
と
事
後
手
続
、
行
政
の
内
部
と
外
部
の
手
続
を
混
合
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
特
別
の
権
利
の
剝
奪
な
ど
を
含
む
行
政
罰
の
賦
科
決
定
は
、
不
利
益
処
分
に
当
た
る
と
さ
れ
る
た
め
、
以
下
で

は
、
行
政
罰
の
賦
科
手
続
と
そ
の
他
の
不
利
益
処
分
の
手
続
の
内
容
を
見
て
い
く
。

第
二
節　

ソ
連
邦
に
お
け
る
行
政
罰
の
賦
科
手
続
と
そ
の
他
の
不
利
益
処
分
に
対
す
る
法
的
統
制

　

一　

行
政
罰
の
賦
科
手
続

　

行
政
罰
の
賦
科
手
続
は
、
一
九
八
四
年
の
ロ
シ
ア
連
邦
行
政
違
反
法
典
（
以
下
「
八
四
年
違
反
法
典
」
と
い
う
。）
に
よ
っ
て
定
め

ら
れ
た
。
行
政
罰
が
賦
科
さ
れ
る
「
違
反
行
為
（административны

е  правонаруш
ения

）」
と
は
、
国
家
ま
た
は
社
会
的
秩
序
、

社
会
主
義
的
所
有
、
市
民
の
権
利
と
自
由
、
所
定
の
行
政
秩
序
を
侵
害
す
る
違
法
で
有
責
な
（
故
意
ま
た
は
過
失
に
よ
る
）
行
為
ま
た

は
不
作
為
で
、
法
令
に
よ
っ
て
そ
れ
に
つ
き
行
政
責
任
（административная ответственность

）
が
負
わ
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

（
24
）

（
25
）

（
26
）

（阪大法学）71（2-122）　448 〔2021. 7 〕



ロシアにおける不利益処分手続の展開　

（
八
四
年
違
反
法
典
一
〇
条
）。

　

ソ
ビ
エ
ト
法
学
で
は
、
刑
事
犯
罪
と
行
政
犯
罪
を
区
別
し
て
い
な
い
が
、
犯
罪
と
行
政
違
反
の
区
別
は
、
あ
る
程
度
明
確
に
さ
れ
て

い
た
。
す
な
わ
ち
、
行
政
違
反
行
為
は
、
刑
事
犯
罪
と
比
べ
る
と
、
①
社
会
的
危
険
性
が
少
な
く
、
②
行
政
法
違
反
行
為
に
科
す
行
政

罰
の
ほ
と
ん
ど
が
、
行
政
機
関
に
よ
っ
て
科
さ
れ
て
お
り
、
③
法
令
に
定
め
ら
れ
て
い
る
行
為
の
み
に
科
さ
れ
る
と
い
う
点
で
異
な
る
。

行
政
罰
を
設
け
て
い
る
法
令
は
、
数
多
く
あ
る
が
、
八
四
年
違
反
法
典
の
各
則
（
五
章
か
ら
一
四
章
）
に
お
い
て
統
一
的
に
列
記
さ
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
住
民
の
労
働
・
健
康
保
護
の
分
野
で
の
違
法
行
為
の
例
と
し
て
、
労
働
立
法
・
労
働
保
護
規
則
、
衛
生
・
防
疫
規

則
に
違
反
し
た
場
合
に
、
行
政
罰
が
科
さ
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

１　

行
政
罰
の
賦
科
手
続

　

行
政
罰
の
賦
科
手
続
が
、
①
違
反
行
為
の
解
明
、
②
違
反
行
為
の
検
討
、
③
賦
科
決
定
の
順
で
行
わ
れ
る
。

　

権
限
の
あ
る
機
関
は
、
違
反
行
為
に
関
す
る
通
報
を
受
け
若
し
く
は
職
権
で
そ
れ
を
見
つ
け
た
場
合
に
、
賦
科
手
続
を
開
始
す
る
。

権
限
の
あ
る
機
関
は
、
違
反
行
為
の
現
場
で
そ
の
事
実
や
違
反
者
の
情
報
（
氏
名
、
住
所
等
）
に
つ
い
て
調
書
（протокол

）
を
作
成

す
る
（
八
四
年
違
反
法
典
二
三
四
条
）。
こ
の
調
書
は
、
そ
れ
に
基
づ
き
、
賦
科
決
定
が
下
さ
れ
る
た
め
、
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
権

限
の
あ
る
機
関
は
、
こ
の
段
階
に
お
い
て
違
反
行
為
を
差
し
止
め
、
そ
の
証
拠
・
資
料
を
解
明
し
保
全
す
る
た
め
に
、
行
政
上
の
逮
捕

（административное задерж
ание

）、
身
体
検
査
、
物
品
検
査
、
物
品
お
よ
び
文
書
の
没
収
の
措
置
と
い
う
行
政
上
の
即
時
強
制
措

置
（обеспечения производства по делам об административны

х правонаруш
ениях

）
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
（
八
四
年
違
反

法
典
二
三
九
条
）。
こ
う
し
た
即
時
強
制
措
置
は
、
ソ
ビ
エ
ト
法
に
お
け
る
行
政
罰
の
賦
科
手
続
を
刑
事
手
続
に
類
似
す
る
も
の
に
し

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

（
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権
限
の
あ
る
機
関
の
作
成
し
た
調
書
は
、
行
政
罰
の
賦
科
決
定
を
行
う
決
定
権
者
に
移
送
さ
れ
る
。
決
定
権
者
は
、
八
四
年
違
反
法

典
一
九
九
条
か
ら
二
二
四
条
に
お
い
て
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
管
轄
す
る
事
案
（
違
反
行
為
）
も
置
か
れ
て
い
る
。
決
定
権

者
を
大
別
す
る
と
、
①
地
区
、
市
、
市
の
地
区
、
町
お
よ
び
村
の
ソ
ビ
エ
ト
執
行
委
員
会
付
置
の
行
政
委
員
会
（административная 

комиссия
）、
②
村
ソ
ビ
エ
ト
・
都
市
型
居
住
区
の
ソ
ビ
エ
ト
の
行
政
委
員
会
、
③
地
区
（
市
）
人
民
裁
判
所
、
④
内
務
省
諸
機
関

（
民
警
）、
⑤
様
々
の
行
政
分
野
の
監
督
・
検
査
機
関
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
こ
で
い
う
行
政
委
員
会
は
、
個
別
行
政
部
門
の
機
構
か
ら
独
立
し
て
、
違
反
行
為
に
つ
い
て
の
審
理
・
決
定
を
行
う
合
議
制
の
機

関
で
あ
る
。
行
政
委
員
会
は
、
原
則
と
し
て
法
律
で
特
別
に
規
定
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
き
、
ほ
と
ん
ど
の
違
反
行
為
の
事
件
を
審

理
・
決
定
す
る
権
限
を
持
っ
て
い
る
。

　

行
政
委
員
会
の
審
理
は
、
当
事
者
主
義
、
公
開
主
義
、
口
頭
主
義
、
直
接
主
義
、
社
会
団
体
の
参
加
と
い
っ
た
原
則
に
基
づ
く
「
行

政
審
判
」
に
よ
り
行
わ
れ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
こ
の
行
政
委
員
会
で
の
審
理
は
、
二
週
間
に
一
回
し
か
行
わ
れ
な
い
こ
と
、
迅

速
な
対
応
の
欠
如
、
権
限
の
あ
る
機
関
の
行
っ
た
調
書
の
み
で
賦
科
決
定
を
行
う
こ
と
な
ど
の
問
題
を
有
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、

調
書
を
作
成
し
た
機
関
の
職
員
が
単
独
で
違
反
行
為
の
審
理
・
決
定
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
際
に
は
、
審
理
手
続
上
の
原

則
（
口
頭
主
義
・
当
事
者
主
義
な
ど
）
が
確
保
さ
れ
な
く
な
る
と
い
う
事
実
が
あ
っ
た
。

２　

行
政
罰
の
賦
科
決
定

　

権
限
の
あ
る
機
関
は
、
審
理
手
続
を
終
え
、
①
警
告
（предупреж

дение

）、
②
過
料
（ш

траф

）、
③
矯
正
労
働
、
④
没
収

（конфискация

）、
⑤
行
政
上
の
拘
留
（арест

）、
⑥
権
利
の
剥
奪
の
う
ち
か
ら
行
政
罰
（административное взы

скание

）
を
賦

科
す
る
。

（
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①　

警
告
は
、
違
反
の
程
度
が
著
し
く
な
く
、
違
反
者
が
違
反
行
為
に
対
し
て
不
十
分
な
知
識
し
か
も
っ
て
い
な
か
っ
た
場
合
で
あ
っ

て
、
違
反
者
の
住
民
が
勤
労
者
層
に
属
す
る
者
の
場
合
に
適
用
さ
れ
る
。
警
告
は
、
基
本
的
に
書
面
に
よ
り
発
行
さ
れ
る
（
八
四
年
違

反
法
典
二
六
条
）。

②　

過
料
は
、
人
民
や
施
設
、
企
業
若
し
く
は
公
務
員
に
対
し
て
科
さ
れ
る
。
過
料
の
賦
科
決
定
は
、
そ
れ
を
採
択
し
た
日
か
ら
二
ヵ

月
以
内
に
違
反
者
に
手
渡
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

な
お
、
以
前
は
、
過
料
が
他
の
行
政
罰
と
比
べ
て
幅
広
く
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
一
九
六
一
年
に
「
連
邦
最
高
ソ
ビ
エ
ト
幹
部
会

令
」
に
よ
り
大
幅
な
整
理
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
八
四
年
違
反
法
典
に
お
い
て
適
用
範
囲
が
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

③　

矯
正
労
働
は
、
八
四
年
違
反
法
典
が
制
定
さ
れ
る
前
に
お
い
て
は
、
地
方
ソ
ビ
エ
ト
と
そ
の
執
行
委
員
会
の
義
務
的
決
定
に
違
反

し
た
と
き
に
賦
科
さ
れ
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、
矯
正
労
働
の
組
織
を
管
轄
す
る
機
関
は
、
違
反
者
を
そ
の
勤
務
場
所
で
働
か
せ
な
が

ら
、
違
反
者
の
う
け
と
る
賃
金
か
ら
、
行
政
罰
を
科
す
る
機
関
の
定
め
た
額
、
た
だ
し
賃
金
ま
た
は
作
業
日
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
た
収

入
の
二
五
％
以
下
を
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
矯
正
労
働
は
、
施
設
、
企
業
、
組
織
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
で
働
い
て
い
る
者
に
対
し

て
適
用
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
、
違
反
者
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
矯
正
労
働
機
関
の
組
織
し
た
作
業
に
、
違
反
者
を
従
事
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

こ
の
よ
う
な
矯
正
労
働
の
制
度
は
、
後
の
八
四
年
違
反
法
典
三
一
条
に
よ
り
若
干
改
正
さ
れ
、
違
反
者
は
、
一
五
日
か
ら
二
ヵ
月
の

間
に
、
従
事
さ
せ
ら
れ
、
そ
の
賃
金
の
二
〇
％
ま
で
を
国
庫
に
収
め
る
こ
と
と
な
り
、
金
額
が
減
ら
さ
れ
た
。

④　

没
収
さ
れ
る
の
は
、
違
法
に
取
得
さ
れ
・
保
管
さ
れ
て
い
る
財
産
で
あ
る
。
没
収
は
、
例
外
を
除
き
裁
判
所
の
決
定
で
行
わ
れ
る

（
八
四
年
違
反
法
典
二
九
条
）。

⑤　

行
政
上
の
拘
留
は
、
例
外
的
な
場
合
に
お
い
て
、
違
反
者
の
自
由
を
一
五
日
ま
で
に
制
限
す
る
と
い
う
処
罰
で
あ
る
（
八
四
年
違

（
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反
法
典
三
二
条
）。
一
九
七
八
年
連
邦
最
高
ソ
ビ
エ
ト
幹
部
会
令
に
お
い
て
、
裁
判
所
の
決
定
に
よ
り
一
五
日
以
下
の
期
間
、
自
由
が

剝
奪
さ
れ
、
公
共
の
場
の
清
帰
作
業
な
ど
の
肉
体
労
働
に
無
償
で
従
事
さ
せ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
た
制
裁
が
、
八
四
年
違
反
法
典
に
お

い
て
行
政
上
の
拘
留
と
い
う
処
罰
へ
と
変
わ
っ
た
。

⑥　

権
利
の
剥
奪
は
、
特
別
な
権
利
（специальное право

）
す
な
わ
ち
、
自
動
車
運
転
免
許
の
取
消
し
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
期

間
は
、
一
五
日
以
上
三
年
以
下
と
な
っ
て
い
る
（
八
四
年
違
反
法
典
三
〇
条
）。

　

権
限
の
あ
る
機
関
は
、
上
記
の
行
政
罰
の
い
ず
れ
か
を
違
反
者
に
対
し
て
賦
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
当
該
事
案
の
事
柄

に
よ
り
、
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
財
産
の
留
置
と
差
し
押
さ
え
や
収
用
、
行
政
的
医
療
な
ど
を
賦
科
す
る
こ
と
も
で
き
た
。

　

二　

そ
の
他
の
不
利
益
処
分
に
対
す
る
法
的
統
制

　

で
は
、
ソ
連
邦
に
お
い
て
、
行
政
罰
の
賦
科
決
定
以
外
の
不
利
益
処
分
に
対
し
て
、
い
か
な
る
法
的
手
段
を
用
い
、
当
該
処
分
の
適

法
性
を
統
制
し
、
人
民
の
権
利
を
保
護
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
執
行
・
行
政
機
関
の
行
っ
た
個
別
的
行
為
に
よ
り
人
民
の
権
利
が
侵

害
さ
れ
た
場
合
は
、
①
検
察
官
の
一
般
監
督
、
②
上
級
機
関
へ
の
不
服
申
立
て
、
③
行
政
訴
訟
（
一
部
の
事
件
）
と
い
っ
た
手
段
を
通

じ
て
、
個
別
的
行
為
の
適
法
性
の
統
制
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
手
段
は
、
現
代
行
政
法
で
普
遍
化
さ
れ
て
い
る
「
事

後
的
救
済
制
度
（
検
察
官
の
一
般
監
督
を
除
い
て
）」
と
し
て
で
は
な
く
、「
社
会
主
義
的
適
法
性
の
確
保
の
手
段
」
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
た
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
簡
単
に
み
る
。

１　

検
察
官
の
一
般
監
督

　

ソ
連
邦
憲
法
に
お
い
て
は
、
検
察
庁
は
、
す
べ
て
の
国
家
機
関
の
公
務
員
な
ら
び
に
人
民
に
対
す
る
「
法
律
の
正
確
な
執
行
」
を
監

（
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督
す
る
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
（
一
九
三
六
年
憲
法
一
一
三
条
、
一
九
七
七
年
憲
法
一
六
四
条
）。
具
体
的
に
は
、
検
察

庁
は
、
①
政
府
各
省
お
よ
び
そ
れ
ら
の
管
轄
下
の
施
設
、
企
業
、
地
方
ソ
ビ
エ
ト
執
行
機
関
、
共
同
組
合
そ
の
他
の
社
会
組
織
の
「
決

定
、
命
令
、
訓
練
と
公
務
員
な
ら
び
に
人
民
の
行
為
」
の
法
律
適
合
性
の
監
督
、
②
捜
査
・
予
審
機
関
の
活
動
の
法
律
適
合
性
の
監
督
、

③
裁
判
所
の
判
決
・
決
定
の
法
律
適
合
性
の
監
督
、
④
行
刑
施
設
、
行
刑
地
に
お
け
る
適
法
性
順
守
状
態
の
監
督
を
行
使
す
る
と
さ
れ

た
。

　

検
察
官
は
、
上
記
の
監
督
を
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
行
っ
た
。
典
型
的
な
の
は
、
検
察
庁
に
提
出
さ
れ
た
命
令
（
規
範
的
行
為
）
や
そ

の
他
の
個
別
的
行
為
の
写
し
を
検
査
す
る
方
法
で
あ
る
。
ま
た
、
国
家
行
政
機
関
、
地
方
ソ
ビ
エ
ト
機
関
の
規
範
的
行
為
ま
た
は
個
別

的
行
為
を
実
地
検
証
し
た
り
、
地
方
ソ
ビ
エ
ト
執
行
委
員
会
の
会
議
に
臨
席
す
る
な
ど
し
て
監
督
権
限
を
行
使
す
る
。
そ
の
際
に
、
検

察
官
は
、
公
務
員
ま
た
は
人
民
に
対
し
て
、
質
問
し
、
釈
明
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

検
察
庁
は
、
法
律
違
反
が
発
見
さ
れ
た
場
合
は
、
そ
れ
を
自
ら
取
り
消
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
権
限
の
あ
る
機
関
に
対
し
て
異
議

申
立
て
（протест

）
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
異
議
申
立
て
は
、
検
察
官
に
よ
っ
て
違
法
行
為
の
主
体
ま
た
は
そ
の
上
級
機
関

に
対
し
て
な
さ
れ
、
違
法
な
個
別
的
行
為
の
取
消
し
や
そ
れ
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
た
権
利
の
回
復
に
つ
い
て
の
「
要
求

（требование

）」
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
異
議
申
立
て
を
受
け
取
っ
た
国
家
機
関
は
、
そ
れ
を
審
議
し
、
問
題
と
な
っ
た
個

別
的
行
為
を
取
り
消
す
か
、
検
察
官
の
異
議
申
立
て
を
拒
否
す
る
か
を
決
議
し
（
二
週
間
以
内
）、
ど
の
よ
う
な
措
置
を
行
っ
た
か
を

検
察
庁
に
告
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
異
議
申
立
て
は
、
人
民
の
権
利
自
由
を
侵
害
す
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
行
為
の
効
力
が
停
止

さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ソ
連
時
代
に
お
け
る
検
察
庁
が
、
膨
大
な
権
限
を
も
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
上
田
寛
は
、「
裁
判
官
以
上
に
司
法

官
的
で
あ
る
」
と
述
べ
、「
ソ
ビ
エ
ト
国
家
に
お
け
る
社
会
主
義
的
適
法
性
が
同
時
に
国
家
統
治
の
原
理
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
検
察

（
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制
度
は
常
に
国
家
と
党
に
忠
実
な
精
鋭
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
格
段
の
権
威
を
我
が
物
と
し
て
い
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
実
際
に
は
、
検
察
官
の
監
督
の
ほ
と
ん
ど
（
一
九
五
五
年
か
ら
一
九
七
四
年
）
は
、
国
有
財
産
の
管
理
に
集
中
し
て
お
り
、

人
民
の
権
利
保
護
に
か
か
わ
ら
な
い
適
法
性
の
監
督
に
集
中
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

２　

不
服
申
立
て
（
訴
願
）

　

人
民
は
、
公
務
員
の
違
法
行
為
に
よ
り
自
ら
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
た
場
合
に
は
、
不
服
の
あ
る
行
為
を
行
っ
た
公
務
員
の
直
属
の
上

級
官
庁
に
対
し
て
、
不
服
申
立
て
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
不
服
申
立
て
の
審
査
は
、
人
民
の
侵
害
さ
れ
た
権
利
の
回
復
を
目
指
す
一

方
、
行
政
運
営
上
の
欠
陥
を
摘
発
す
る
と
い
う
機
能
も
期
待
さ
れ
て
い
た
。

　

ソ
ビ
エ
ト
法
は
、
訴
願
を
提
出
す
る
期
限
や
提
出
す
る
範
囲
、
訴
願
を
行
う
者
の
適
格
な
ど
に
つ
い
て
統
一
的
な
規
定
を
置
い
て
い

な
か
っ
た
が
、
そ
れ
に
関
す
る
規
定
は
、
各
個
別
法
令
に
お
い
て
設
け
ら
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
租
税
決
定
に
対
す
る
不
服
申
立
て
は
、

決
定
後
一
ヵ
月
以
内
に
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ソ
連
時
代
に
お
け
る
不
服
申
立
制
度
は
、
長
い
裁
決
期
間
を
設
け
て
い
た
点
、
裁
決
が
執
行
さ
れ
な
い
点
、
不
服

申
立
て
の
審
理
手
続
に
お
け
る
行
政
の
官
僚
主
義
的
な
対
応
等
の
問
題
点
を
有
し
て
お
り
、
人
民
の
権
利
を
保
護
す
る
た
め
に
は
、
十

分
な
仕
組
み
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
現
在
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

３　

裁
判
所
に
よ
る
統
制

　

ソ
連
邦
に
お
い
て
は
、
一
九
一
七
年
に
臨
時
政
府
が
、「
行
政
裁
判
所
に
関
す
る
法
律
」
を
制
定
し
た
と
い
う
歴
史
が
あ
る
。
し
か

し
、
こ
の
法
律
は
、
一
〇
月
革
命
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
た
。
廃
止
の
理
由
と
し
て
は
、
①
行
政
事
件
の
消
滅
、
②
革
命
期
の
特
殊
性
、

（
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③
要
員
の
不
足
、
④
消
極
的
な
意
見
の
存
在
（
革
命
の
結
果
、
国
家
と
人
民
と
の
間
に
利
害
の
対
立
が
な
く
な
っ
た
の
で
行
政
裁
判
は

必
要
な
い
）
と
い
っ
た
背
景
が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。
結
局
、
ソ
連
邦
で
は
、
行
政
裁
判
所
の
設
置
が
否
定
さ
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
以
下

で
述
べ
る
「
一
部
の
行
政
事
件
」
を
除
い
て
原
則
と
し
て
行
政
に
対
す
る
司
法
審
査
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

ソ
連
邦
で
初
め
て
、
一
九
七
七
年
憲
法
の
五
八
条
二
項
は
「
人
民
の
権
利
の
侵
害
を
も
た
ら
す
公
務
員
の
行
為
で
法
律
に
違
反
し
、

ま
た
は
権
限
を
越
え
て
な
さ
れ
た
も
の
に
対
し
て
は
、
法
律
の
定
め
る
手
続
に
よ
っ
て
裁
判
所
に
提
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
定
め
、

行
政
に
対
す
る
司
法
審
査
を
認
め
た
。
そ
れ
以
前
に
お
い
て
は
、
ロ
シ
ア
共
和
国
の
場
合
、
連
邦
基
本
民
事
訴
訟
法
四
条
三
項
に
基
づ

き
、
ロ
シ
ア
共
和
国
民
事
訴
訟
法
典
二
三
一
条
が
限
定
列
記
す
る
「
行
政
法
関
係
か
ら
生
ず
る
事
件
」
な
ら
び
に
非
訟
事
件
手
続
で
あ

る
「
特
別
手
続
」
に
よ
る
事
件
の
一
部
お
よ
び
通
常
の
民
事
訴
訟
手
続
で
あ
る
「
訴
え
の
手
続
」
に
よ
る
司
法
審
査
を
民
法
典
が
認
め

て
い
る
事
件
に
つ
い
て
、
限
ら
れ
た
範
囲
で
例
外
的
に
の
み
司
法
審
査
は
認
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
法
律
が
列
挙
す
る
「
行
政
事

件
」
は
、
選
挙
人
の
名
簿
へ
の
不
当
な
記
載
（
記
載
漏
れ
）、
許
可
証
の
交
付
に
関
す
る
訴
え
、
租
税
、
行
政
罰
の
賦
科
決
定
と
い
っ

た
数
少
な
い
も
の
に
限
ら
れ
て
い
た
。

　

一
九
七
七
年
憲
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
行
政
訴
訟
法
を
作
成
す
る
議
論
が
展
開
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
一
九
八
七
年
に
「
人
民
の
権
利

を
侵
害
す
る
公
務
員
の
違
法
な
行
為
に
対
し
て
裁
判
所
に
不
服
を
申
し
立
て
る
手
続
に
つ
い
て
の
法
律
」
が
制
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

同
法
二
条
に
よ
る
と
、
人
民
は
、
国
家
行
政
機
関
（органы

 государственного управления

）
ま
た
は
そ
の
公
務
員
の
行
っ
た
行
為

（действие

）
に
よ
り
、
法
律
ま
た
は
規
範
的
行
為
に
よ
っ
て
付
与
さ
れ
た
権
利
が
違
法
に
剝
奪
さ
れ
た
、
も
し
く
は
、
何
ら
か
の
義

務
が
不
法
に
科
さ
れ
た
場
合
に
裁
判
所
に
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
明
記
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
従
来
の
限
定
的
な
裁
判
所

へ
の
訴
え
の
制
度
か
ら
一
歩
進
ん
だ
。
同
法
は
、
概
括
主
義
を
と
り
な
が
ら
、
合
議
体
の
決
定
を
申
立
て
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
と
い

う
制
約
を
設
け
た
た
め
、
一
九
八
九
年
に
改
正
さ
れ
、
合
議
制
と
独
任
制
と
を
問
わ
ず
国
家
機
関
、
社
会
団
体
、
公
務
員
の
行
為
が
対
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象
と
な
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
ソ
連
時
代
に
お
け
る
「
裁
判
所
」
は
、
社
会
主
義
的
規
律
を
教
育
す
る
道
具
と
み
な
さ
れ
る
、
ま
た
、
検
察
の
一
般
監
督
の

権
限
も
当
然
裁
判
所
に
及
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、
執
行
・
行
政
機
関
の
活
動
の
適
法
性
を
統
制
す
る
一
般
的
な
制
度
と
考
え
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
。

　

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
ソ
連
時
代
に
お
い
て
、
不
利
益
処
分
に
よ
り
人
民
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
た
場
合
の
救
済
制
度
で
あ
る
上
級

機
関
へ
の
不
服
申
立
て
、
検
察
の
一
般
監
督
、
裁
判
所
に
よ
る
統
制
な
ど
の
仕
組
み
は
、
人
民
の
権
利
を
十
分
に
保
護
す
る
制
度
と
な

っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
ソ
ビ
エ
ト
に
お
け
る
「
行
政
と
人
民
と
の
関
係
」
に
関
す
る
特
有
の
文
化
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。
行
政
と
人
民
の
間
に
は
「
本
質
上
対
立
は
な
い
」
の
で
あ
り
、
両
者
は
、「
社
会
主
義
国
家
の
建
設
・
社
会
主
義
国
家
利
益
」

と
い
う
共
通
利
益
な
い
し
目
的
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
「
法
意
識
・
文
化
」
に
よ
っ
て
い
た
の
で
、
人
民
の
権
利
を
保
護
す
る
制
度
を

設
け
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

第
二
章　

ロ
シ
ア
に
お
け
る
不
利
益
処
分
手
続

　

本
章
で
は
、
ソ
連
邦
に
お
け
る
行
政
手
続
観
お
よ
び
不
利
益
処
分
手
続
の
制
度
は
、
ソ
連
邦
崩
壊
後
の
一
九
九
三
年
の
新
憲
法
の
採

択
に
と
も
な
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
、
あ
る
い
は
、
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
か
を
検
討
す
る
。

第
一
節　

ロ
シ
ア
に
お
け
る
行
政
手
続
観

　

ソ
連
邦
に
お
い
て
は
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
社
会
主
義
体
制
の
枠
内
に
お
け
る
改
革
が
現
れ
は
じ
め
た
（
こ
れ
は
、「
ペ
レ
ス
ト
ロ

イ
カ
（перестройка

）」
と
呼
ば
れ
て
い
る
）。
し
か
し
、
こ
の
改
革
は
、
一
九
九
〇
年
初
頭
頃
か
ら
、「
脱
社
会
主
義
化
・
脱
ソ
ビ
エ

（
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ト
化
」
の
方
向
へ
と
展
開
し
、
そ
の
結
果
、
ソ
連
邦
崩
壊
や
ソ
連
共
産
党
解
体
が
起
こ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
事
情
を
背
景
に
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
（Ельцин Борис Н

иколаевич

）
政
権
の
下
で
、
ロ
シ
ア
連
邦
憲
法
草
案
が
作
成
さ

れ
、
一
九
九
三
年
に
国
民
投
票
が
行
わ
れ
、
投
票
参
加
者
の
五
七
・
六
％
の
賛
成
率
で
（
全
有
権
者
の
五
四
・
三
％
が
投
票
に
参
加
）、

一
九
九
三
年
に
新
し
い
憲
法
（
以
下
「
九
三
年
憲
法
」
と
い
う
。）
が
制
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　

九
三
年
憲
法
は
、
ロ
シ
ア
を
国
民
主
権
に
基
づ
く
（
三
条
一
項
）、
民
主
的
な
共
和
制
の
形
態
を
と
る
「
法
治
国
家
」（
一
条
一
項
）

と
位
置
づ
け
、
社
会
主
義
的
憲
法
の
理
念
的
転
換
を
行
っ
た
。
九
三
年
憲
法
に
よ
り
、
国
家
権
力
が
立
法
、
行
政
、
司
法
に
分
立
さ
れ

（
一
〇
条
）、
一
党
独
裁
制
（
共
産
党
）
が
廃
止
さ
れ
、「
政
治
的
多
元
性
・
多
党
制
」（
一
三
条
三
項
）
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
私

有
財
産
権
が
否
定
さ
れ
て
い
た
社
会
主
義
的
憲
法
と
異
な
り
、
私
有
財
産
権
（
八
条
二
項
）、
な
ら
び
に
、
そ
の
他
の
基
本
権
が
承
認

さ
れ
た
。
さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
社
会
主
義
的
憲
法
の
基
本
原
理
で
あ
っ
た
「
社
会
主
義
的
適
法
性
の
原
理
」
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
九
三
年
憲
法
の
採
択
に
と
も
な
う
理
念
的
転
換
に
よ
り
、「
行
政
法
・
行
政
手
続
観
」
お
よ
び
「
不
利
益
処
分
手
続
」
の

制
度
が
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

一　

行
政
法
の
思
想
の
変
化

　

九
三
年
憲
法
の
理
念
に
照
応
し
て
、
社
会
主
義
的
行
政
法
学
の
方
法
論
が
廃
止
さ
れ
、
再
編
成
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
九
三
年
憲
法

が
採
択
さ
れ
た
後
の
ロ
シ
ア
行
政
法
学
は
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
道
具
と
し
て
で
は
な
く
、「
法
治
主
義
」
に
基
づ
く
行
政

法
学
へ
の
転
換
を
試
み
た
（
現
在
も
試
み
て
い
る
途
上
で
あ
る
）。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ソ
ビ
エ
ト
行
政
法
の
中
核
を
な
し
て
き
た
行
政
違
反
法
は
、
体
制
移
行
後
も
そ
の
価
値
（
重
要
性
）
を
失
う
こ
と

な
く
、
い
ち
早
く
二
〇
〇
一
年
に
一
般
的
か
つ
統
一
的
な
「
行
政
違
反
法
典
」
と
し
て
成
立
し
た
（
法
典
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
述

（
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す
る
）。
そ
の
後
、
二
〇
一
五
年
に
「
行
政
訴
訟
法
典
」
が
制
定
さ
れ
る
に
と
も
な
い
、
違
法
な
行
政
作
用
に
よ
り
侵
害
さ
れ
た
国
民

の
権
利
利
益
を
救
済
す
る
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。

　

も
っ
と
も
、
現
在
の
ロ
シ
ア
に
お
い
て
は
、
行
政
手
続
制
度
と
許
認
可
制
度
の
改
善
、
官
僚
主
義
の
問
題
、
情
報
公
開
制
度
の
不
備

な
ど
の
問
題
が
残
さ
れ
て
お
り
、
上
述
の
行
政
違
反
法
典
お
よ
び
行
政
訴
訟
法
典
が
採
択
さ
れ
て
も
、
ロ
シ
ア
の
行
政
法
・
行
政
手
続

法
は
、
国
際
的
な
標
準
に
達
し
て
お
ら
ず
、
遅
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。

　

二　

行
政
手
続
観
の
変
化

１　

行
政
プ
ロ
ツ
ェ
ド
ゥ
ー
ラ
（адм

инистративная процедура

）
の
定
義
と
類
型
化

　

体
制
移
行
後
の
ロ
シ
ア
で
は
、
ソ
ビ
エ
ト
行
政
法
に
お
い
て
広
義
の
意
味
で
用
い
ら
れ
た
「
行
政
プ
ロ
セ
ス
（административны

й 

процесс

）」
の
概
念
と
は
別
に
、「
行
政
プ
ロ
ツ
ェ
ド
ゥ
ー
ラ
」
の
概
念
が
登
場
し
た
。「
行
政
プ
ロ
ツ
ェ
ド
ゥ
ー
ラ
」
は
、
狭
義
の
意

味
に
お
け
る
概
念
と
し
て
理
解
さ
れ
て
お
り
、
体
制
移
行
後
の
ロ
シ
ア
に
お
い
て
は
、「
行
政
プ
ロ
ツ
ェ
ド
ゥ
ー
ラ
」
に
関
す
る
多
く

の
研
究
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
未
だ
に
法
的
定
義
が
一
定
し
て
お
ら
ず
、
学
者
の
中
で
は
、
多
種
多
様
な
基
準
で
行
政
プ
ロ

ツ
ェ
ド
ゥ
ー
ラ
の
類
型
化
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ダ
ビ
ド
ワ
（Д

авы
дов К

.В

）
は
、
行
政
プ
ロ
ツ
ェ
ド
ゥ
ー
ラ
を
法
的
機

能
に
よ
っ
て
、
規
制
的
（регулятивны

е

）
す
な
わ
ち
始
原
的
（позитивны

е

）
な
行
政
プ
ロ
ツ
ェ
ド
ゥ
ー
ラ
と
、
保
護
的

（охранительны
е

）
す
な
わ
ち
裁
断
的
（ю

рисдикционние

）
な
行
政
プ
ロ
ツ
ェ
ド
ゥ
ー
ラ
に
分
け
て
い
る
。

　

こ
こ
で
い
う
規
制
的
（
始
原
的
）
な
手
続
と
は
、
行
政
機
関
が
何
等
か
の
争
い
を
解
決
す
る
よ
う
な
手
続
を
除
き
、
特
定
の
者
に
対

し
て
、
そ
の
者
の
行
動
を
合
法
的
（правомерное поведение

）
に
規
制
す
る
手
続
を
い
う
。
例
え
ば
、
行
政
の
規
範
的
行
為
の
制

定
手
続
、
国
家
組
織
手
続
、
申
請
の
審
理
手
続
、
許
認
可
手
続
、
国
家
に
よ
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
手
続
が
含
ま
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
規

（
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制
的
（
始
原
的
）
な
行
政
プ
ロ
ツ
ェ
ド
ゥ
ー
ラ
と
は
、
行
政
機
関
が
法
定
事
務
を
行
う
た
め
の
外
部
的
若
し
く
は
内
部
的
な
手
続
、
或

い
は
、
市
民
が
法
律
上
保
護
さ
れ
た
権
利
を
実
現
す
る
た
め
の
手
続
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
授
益
的
処
分
の
み
な
ら
ず
、
申
請
に
対
す

る
拒
否
処
分
を
含
む
不
利
益
処
分
も
下
さ
れ
る
。

　

後
者
の
保
護
的
（
裁
断
的
）
な
手
続
と
は
、
司
法
権
ま
た
は
執
行
権
を
行
使
す
る
者
が
、
行
政
機
関
と
市
民
の
間
に
生
じ
た
何
等
か

の
争
い
を
解
決
し
、
決
定
を
行
う
た
め
の
手
続
を
い
う
。「
裁
断
的
」
な
手
続
に
は
、
苦
情
・
不
服
申
立
て
の
審
理
手
続
、
公
務
員
の

懲
戒
処
分
に
関
す
る
手
続
、
行
政
罰
の
賦
科
手
続
が
含
ま
れ
る
。
た
だ
し
、
ポ
ポ
フ
（П

опов Л
.Л

）
を
含
む
一
部
の
学
者
は
、
こ
の

「
裁
断
的
」
な
手
続
は
、「
法
的
紛
争
な
い
し
法
違
反
の
存
在
が
あ
り
、
そ
れ
を
対
審
的
な
手
続
に
よ
り
解
決
す
る
と
い
う
」
性
質
か

ら
み
て
（
そ
の
他
の
）
行
政
手
続
と
は
別
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
扱
う
べ
き
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
ダ
ビ
ド
ワ
に
よ
る
プ
ロ
ツ
ェ
ド
ゥ
ー
ラ
の
分
類
を
見
る
と
、
行
政
機
関
の
行
う
事
前
的
（
第
一
次
的
行
政
手
続
と
第
二

次
的
行
政
手
続
）
の
み
な
ら
ず
事
後
手
続
（
不
服
申
立
て
）
を
含
ん
で
行
政
プ
ロ
ツ
ェ
ド
ゥ
ー
ラ
と
し
て
い
る
。
ロ
シ
ア
の
学
者
た
ち

は
、「
事
前
行
政
手
続
」
に
関
す
る
議
論
を
す
る
際
に
「
行
政
プ
ロ
ツ
ェ
ド
ゥ
ー
ラ
」
と
い
う
用
語
を
用
い
て
、
幅
広
い
手
続
を
念
頭

に
置
い
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

２　

行
政
手
続
の
立
法
化
を
め
ぐ
る
議
論
の
状
況

　
（
１
）
立
法
化
の
必
要
性

　

ロ
シ
ア
の
法
曹
界
に
お
い
て
、
行
政
手
続
に
関
す
る
法
律
（О

б административны
х процедурах

）
の
必
要
性
は
、
一
九
九
〇
年

代
か
ら
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
い
く
つ
か
の
草
案
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
以
下
の
草
案
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
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①　
『
憲
法
（Конституция

）』
財
団
に
よ
る
「
行
政
手
続
」
に
関
す
る
草
案
（
二
〇
〇
一
年
）

②　

ポ
メ
ル
キ
ン
（П

охмелкины
м В

.В

）
下
院
議
員
の
「
行
政
手
続
法
案
」（
二
〇
〇
一
年
二
月
二
八
日
六
四
〇
九
〇
─
三
号
）

③�　

ス
リ
ス
コ
イ
と
ロ
マ
ン
チ
ュ
ク
（С

лиской Л
.К

, Романчук А
.И

）
下
院
議
員
の
「
行
政
手
続
法
案
」（
二
〇
〇
三
年
一
月
一
六

日
二
八
四
七
三
三
─
三
号
）

④　

ポ
メ
ル
キ
ン
下
院
議
員
の
「
行
政
手
続
法
案
」（
二
〇
〇
四
年
三
月
一
六
日
二
八
三
五
〇
─
四
号
）

⑤　
『
戦
略
的
開
発
セ
ン
タ
ー
』
財
団
に
よ
る
「
国
家
サ
ー
ビ
ス
の
基
準
に
関
す
る
草
案
」（
二
〇
〇
五
年
一
月
一
九
日
）

⑥�　
『
戦
略
的
開
発
セ
ン
タ
ー
』
財
団
に
よ
る
「
ロ
シ
ア
連
邦
に
お
け
る
執
行
機
関
の
行
政
規
則
（
手
順
）
に
関
す
る
草
案
」（
二
〇
〇

五
年
一
月
二
〇
日
）

⑦　

ダ
ビ
ド
ワ
に
よ
る
「
行
政
手
続
及
び
行
政
処
分
に
関
す
る
草
案
」（
二
〇
一
六
年
）
な
ど
が
あ
る
。

　

上
記
の
草
案
作
成
に
あ
た
り
、
行
政
手
続
に
関
す
る
法
律
の
必
要
性
は
、
次
の
通
り
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
ポ
ポ
フ
は
、
国

内
に
お
け
る
、
非
効
率
的
な
低
い
質
の
（
腐
敗
し
た
）
行
政
機
能
、
過
剰
な
官
僚
主
義
、
不
透
明
な
手
続
的
活
動
（
行
政
過
程
）
と
い

っ
た
課
題
へ
の
解
決
策
と
し
て
「
行
政
手
続
法
」
を
制
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

第
二
に
、
ス
タ
リ
ロ
フ
（Старилов Ю

.Н

）
に
よ
れ
ば
、
行
政
訴
訟
手
続
を
完
全
に
機
能
さ
せ
る
た
め
に
は
、
行
政
手
続
法
の
制

定
が
必
要
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
外
国
法
の
影
響
お
よ
び
国
外
か
ら
の
圧
力
（
影
響
）
が
あ
る
た
め
、
行
政
手
続
法
を
制
定
す
る
必
要
性
が
論
じ
ら
れ
て
い

る
。
例
え
ば
、
ス
タ
リ
ロ
フ
は
、
英
米
法
の
原
則
で
あ
る
「
自
然
的
正
義
」
お
よ
び
「
適
正
手
続
の
原
理
」、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
の
「
良

い
統
治
（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）」
に
つ
い
て
論
じ
、
こ
れ
ら
の
原
則
が
、
ロ
シ
ア
法
制
度
に
十
分
に
浸
透
し
て
い
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
事
情
を
背
景
に
、
行
政
手
続
に
関
す
る
法
律
の
制
定
の
必
要
性
ま
た
は
意
義
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。

（
75
）

（
76
）

（
77
）

（阪大法学）71（2-134）　460 〔2021. 7 〕



ロシアにおける不利益処分手続の展開　
　
（
２
）
立
法
化
へ
の
困
難

　

こ
の
よ
う
に
、
行
政
手
続
に
関
す
る
法
律
の
制
定
の
必
要
性
は
、
法
曹
界
に
お
い
て
幅
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
、
立
法

化
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
は
、
い
く
つ
か
の
理
由
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

　

第
一
に
、
行
政
手
続
に
関
す
る
法
律
を
い
か
な
る
内
容
の
も
の
に
す
べ
き
か
に
関
し
て
、
議
論
が
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
ロ
シ

ア
に
お
い
て
行
政
手
続
の
定
義
が
一
定
し
て
い
な
い
た
め
、
学
者
の
多
く
は
、
行
政
手
続
を
類
型
化
し
、
そ
の
中
で
ど
の
種
類
の
手
続

が
行
政
手
続
法
の
内
容
に
含
ま
れ
る
べ
き
か
を
議
論
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
ダ
ビ
ド
ワ
を
は
じ
め
一
部
の
学
者
は
、
行
政
事
案
の
検
討

に
お
け
る
市
民
の
参
加
の
権
利
（праву на участие

）
お
よ
び
手
続
上
の
権
利
を
確
保
す
る
た
め
の
法
制
度
が
必
要
で
あ
る
と
い
う

理
由
か
ら
、
行
政
手
続
法
は
、
外
部
的
で
始
原
的
（позитивны

й

）
な
手
続
に
専
念
す
べ
き
と
し
て
い
る
。

　

サ
リ
シ
ェ
ワ
（С

алищ
евой Н

.Г
）
も
、
行
政
機
関
の
行
う
行
政
作
用
の
う
ち
、
外
部
的
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
行
政
手
続
法
で
定

め
る
べ
き
で
あ
る
と
し
、
行
政
機
関
の
内
部
的
な
活
動
（
手
続
）、
な
ら
び
に
行
政
の
規
範
定
立
手
続
に
つ
い
て
は
、
行
政
組
織
法
ま

た
は
行
政
の
規
範
定
立
手
続
に
関
す
る
法
律
、
公
務
員
法
な
ど
で
規
律
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

　

他
方
、
シ
ラ
イ
チ
ェ
フ
（С

илайчев М
.В

）
は
、
行
政
手
続
法
は
、
と
く
に
行
政
機
関
の
内
部
的
な
活
動
（
手
続
）、
な
ら
び
に
行

政
の
規
範
的
行
為
の
制
定
手
続
を
念
頭
に
置
く
べ
き
と
主
張
し
て
お
り
、
意
見
の
対
立
が
あ
る
状
況
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
行
政
手
続
法
を
制
定
す
る
際
に
、
行
政
手
続
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
法
、
ド
イ
ツ
法
、
フ
ラ
ン
ス
法
の
い
ず
れ
を
参
照
す
べ

き
か
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
ア
ナ
ト
リ
エ
フ
ナ
（А

натольевна

）
は
、
ド
イ
ツ
法
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
ロ
シ
ア
に
お
い

て
「
最
も
実
現
可
能
」
な
法
律
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
、「
幅
広
い
行
政
裁
量
を
認
め
て
い
る
」
た
め
、
ロ
シ
ア
で
は
、
ド
イ

ツ
の
行
政
手
続
法
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
「
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
一
方
、
ア
メ
リ
カ
法
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、「
最
適
で

あ
る
が
、
実
施
が
困
難
」
で
あ
る
と
し
て
、
ロ
シ
ア
に
お
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
の
行
政
手
続
法
の
内
容
よ
り
も
「
明
確
か
つ
詳
細
な
規
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律
」
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
。
そ
こ
で
、「
有
望
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
非
現
実
的
」
な
の
は
、
フ
ラ
ン

ス
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
に
お
い
て
は
、
比
較
法
の
対
象
と
し
て
、
ど
の
国
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
モ
デ
ル
と
し

て
、
行
政
手
続
法
を
作
成
す
る
の
か
に
つ
い
て
統
一
さ
れ
た
意
見
に
達
し
て
い
な
い
。

　

第
三
に
、
行
政
手
続
に
関
す
る
ロ
シ
ア
独
自
の
文
化
が
あ
る
た
め
、
法
律
の
制
定
に
向
け
た
議
論
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ロ
シ
ア
に
お
い
て
、
行
政
手
続
に
関
す
る
規
定
を
「
行
政
規
則
（административны

й 

регламент

）」
上
で
設
け
る
場
合
が
多
く
あ
る
た
め
、
行
政
手
続
に
関
す
る
法
律
の
制
定
の
議
論
は
、
結
局
、
多
数
の
行
政
規
則
上
の

手
続
規
定
を
統
一
す
る
と
い
う
議
論
に
よ
っ
て
代
え
ら
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。

　

行
政
規
則
は
、
行
政
機
関
に
お
け
る
立
法
（законодательны

й

）
お
よ
び
法
執
行
（правоприменительны

й

）
の
実
務
に
お
い

て
幅
広
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
も
、
多
種
多
様
で
あ
る
。
行
政
規
則
は
、
新
た
な
権
利
と
義
務
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
な
く
、

市
民
や
法
人
の
権
利
、
自
由
、
法
的
利
益
を
制
限
す
る
（ограничение

）
も
の
で
な
く
、
法
律
の
執
行
、
お
よ
び
、
行
政
処
分

（административны
й акт

）
を
決
定
す
る
た
め
の
要
件
（условие

）
や
手
順
（порядок

）
の
一
連
の
活
動

（последовательность действий

）
を
規
定
す
る
規
範
を
設
け
る
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
行
政
規
則
は
、
そ
の
性

質
に
よ
っ
て
、
第
一
に
、
行
政
機
関
の
内
部
的
手
続
を
規
律
す
る
規
範
的
行
為
─
─
内
部
的
行
政
規
則
（регламенты

 внутренней 

организации органа исполнительной власти

）、
第
二
に
、
行
政
権
力
を
行
使
す
る
機
関
の
相
互
作
用
に
関
す
る
行
政
規
則

（регламенты
 взаимодействия органов исполнительной власти

）、
第
三
に
、
国
家
機
能
の
行
使
お
よ
び
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
関
す
る
行
政
規
則
（непосредственно административны

е регламенты
 исполнения государственны

х функций и 

предоставления государственны
х услуг

）
に
分
類
さ
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
日
の
ロ
シ
ア
に
お
い
て
は
、
行
政
規
則
の
種
類
お
よ
び
そ
れ
ぞ
れ
の
性
質
に
関
す
る
学
問
的
な
研
究
が
、
未
だ
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ロシアにおける不利益処分手続の展開　

に
十
分
に
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
数
も
急
増
し
、
膨
大
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
既
存
の
行
政
規
則
に
関
す
る
包
括
的
な
分
析
が

不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
（М

едведев Д
.А

）
に
よ
っ
て
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
ロ
シ
ア
に
お
い
て
は
、

既
存
の
行
政
規
則
上
の
「
事
務
的
」
な
行
政
手
続
の
み
に
満
足
し
、
西
欧
諸
国
に
み
ら
れ
る
古
典
的
な
行
政
手
続
法
が
存
在
し
て
い
な

い
こ
と
は
、
ロ
シ
ア
国
家
組
織
の
機
能
（
執
行
権
の
機
能
）
お
よ
び
行
政
の
質
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
と
い
う
見
解
が
広
く
支
持
さ
れ

て
い
る
。
以
上
の
状
況
が
あ
る
た
め
、
ロ
シ
ア
で
は
、
統
一
的
な
行
政
手
続
法
の
制
定
が
先
送
り
に
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。

第
二
節　

行
政
手
続
に
関
す
る
法
律
の
草
案
に
お
け
る
不
利
益
処
分
手
続
の
検
討

　

こ
こ
で
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
に
作
成
さ
れ
た
行
政
手
続
に
関
す
る
法
律
の
草
案
に
お
け
る
不
利
益
処
分
手
続
の
内
容
を
確
認
し
て

お
く
。
と
り
あ
げ
る
の
は
、
二
〇
〇
一
年
に
下
院
議
員
ポ
メ
ル
キ
ン
に
よ
り
議
会
に
提
出
さ
れ
、
二
〇
〇
九
年
に
否
決
さ
れ
た
「
行
政

手
続
に
関
す
る
法
案
（
以
下
「
ポ
メ
ル
キ
ン
法
案
」
と
い
う
。）」
と
、
ダ
ビ
ド
ワ
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
「
行
政
手
続
及
び
行
政
処
分
に

関
す
る
連
邦
法
（
以
下
「
ダ
ビ
ド
ワ
草
案
」
と
い
う
。）」
草
案
で
あ
る
。

　

一　

基
本
構
造

　

下
院
議
員
ポ
メ
ル
キ
ン
法
案
は
、
五
編
一
六
章
九
一
条
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
第
一
編　

総
則
、
第
二
編　

行
政
事
案

（административное дело

、
行
政
事
件
と
も
訳
さ
れ
る
）
の
審
査
、
第
三
編　

行
政
事
案
の
決
定
に
対
す
る
不
服
申
立
て
と
そ
の

審
理
、
第
四
編　

行
政
執
行
、
第
五
編　

雑
則
か
ら
成
る
。

　

他
方
、
ダ
ビ
ド
ワ
草
案
は
、
一
〇
章
八
五
条
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
第
一
章　

総
則
、
第
二
章　

行
政
手
続
の
原
則
、
第
三
章　
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一
般
規
定
（основны

е правила

）、
第
四
章　

行
政
手
続
、
第
五
章　

行
政
処
分
（административны

й акт

）、
第
六
章　

不
服
申

立
て
の
審
理
手
続
、
第
七
章　

行
政
執
行
、
第
八
章　

費
用
、
第
九
章　

行
政
機
関
と
公
務
員
へ
の
責
任
、
第
一
〇
章　

雑
則
を
扱
っ

て
い
る
。

１　

類
似
点

　

両
法
案
は
、
行
政
機
関
と
国
民
の
間
の
関
係
を
規
定
し
て
お
り
、
そ
の
適
用
範
囲
が
類
似
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
ポ
メ
ル
キ
ン

法
案
二
条
一
項
に
よ
る
と
、
同
法
案
は
、「
行
政
機
関
及
び
地
方
公
共
団
体
の
行
政
機
関
と
そ
の
公
務
員
が
、
個
人
（физическое 

лицо

）、
個
人
事
業
主
（индивидуальны
й предприниматель

）、
法
人
（организация

）
に
対
し
て
、
権
利
の
付
与

（предоставление

）、
証
明
（удостоверение

）、
登
記
ま
た
は
停
止
（приостановление

）、
取
消
し
（прекращ

ение

）
を
行
う

場
合
に
、
そ
の
事
案
を
審
査
し
、
決
定
を
行
う
た
め
の
手
続
を
定
め
」
て
い
る
。
ダ
ビ
ド
ワ
草
案
一
条
一
項
に
よ
れ
ば
、
同
草
案
は
、

「
行
政
処
分
（административны

й акт

）
を
決
定
す
る
た
め
の
手
続
、
並
び
に
、
行
政
不
服
申
立
て
の
審
理
手
続
、
行
政
執
行
、
費

用
に
つ
い
て
規
定
す
る
」
と
定
め
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
ポ
メ
ル
キ
ン
法
案
二
条
一
項
の
挙
げ
て
い
る
「
権
利
の
付
与
、
証
明
、
登
記
、
停
止
、
取
消
し
」
は
、
ダ
ビ
ド
ワ
草
案

一
条
一
項
の
定
め
る
「
行
政
処
分
」
に
該
当
す
る
た
め
、
両
法
案
の
適
用
範
囲
は
同
様
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
ポ
メ
ル
キ
ン
法
案

は
、
そ
の
構
成
（
章
立
て
）
か
ら
み
て
も
ダ
ビ
ド
ワ
草
案
と
同
様
に
、
事
前
手
続
の
み
な
ら
ず
、
不
服
申
立
て
の
審
理
手
続
（
第
三

編
）、
行
政
執
行
（
第
四
編
）
と
い
っ
た
事
後
手
続
の
規
定
を
も
含
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
両
法
案
は
、
行
政
の
規
範
定
立
手
続

（нормативны
й правовой акт

）、
税
法
や
行
政
違
反
法
（
行
政
罰
の
賦
科
手
続
と
い
う
べ
き
か
）
な
ど
を
適
用
除
外
に
し
て
い
る

点
で
共
通
し
て
い
る
（
適
用
除
外
に
関
し
て
は
、
ポ
メ
ル
キ
ン
法
案
二
条
三
項
、
ダ
ビ
ド
ワ
草
案
一
条
五
項
）。
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２　

相
違
点

　

両
法
案
は
、
次
の
点
で
異
な
る
。
第
一
に
、
両
法
案
は
、
行
政
処
分
お
よ
び
処
分
手
続
に
関
し
て
異
な
る
手
法
（
取
扱
い
）
を
用
い

て
い
る
。

　

ダ
ビ
ド
ワ
草
案
は
、「
行
政
処
分
」
の
定
義
規
定
を
置
い
て
お
り
、
行
政
処
分
を
そ
の
性
質
に
よ
っ
て
授
益
的
処
分
と
不
利
益
処
分

に
分
け
て
い
る
。
こ
こ
で
、「
授
益
的
処
分
（благоприятны

й административны
й акт

）」
と
は
、
行
政
処
分
の
名
宛
人
に
、
新
し

い
権
利
を
付
与
し
ま
た
は
課
さ
れ
た
義
務
を
取
り
消
し
、
ま
た
は
そ
の
他
の
方
法
で
名
宛
人
に
有
利
な
立
場
を
付
与
す
る
処
分
を
い
う

（
三
条
一
項
七
号
）。「
不
利
益
処
分
（обременяю
щ

ий административны
й акт

）」
と
は
、
名
宛
人
に
対
し
て
、
権
利
の
付
与
を

拒
否
し
若
し
く
は
権
利
を
剝
奪
若
し
く
は
制
限
し
、
ま
た
は
、
一
定
の
義
務
を
課
し
、
若
し
く
は
地
位
を
悪
化
さ
せ
る
（ухудш

ать

）

処
分
を
い
う
（
同
項
一
二
号
）。

　

ダ
ビ
ド
ワ
草
案
は
、
こ
の
よ
う
に
行
政
処
分
を
分
類
し
て
い
る
が
、
処
分
手
続
を
類
型
化
し
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
授
益
的
処
分

と
不
利
益
処
分
に
関
し
て
、
同
草
案
の
定
め
る
手
続
規
定
が
同
様
に
適
用
さ
れ
る
。
な
お
、
授
益
的
処
分
を
す
る
際
は
、
意
見
聴
取
手

続
が
不
要
と
さ
れ
て
お
り
（
三
四
条
三
項
）、
こ
の
点
で
、
不
利
益
処
分
を
す
る
場
合
の
手
続
と
異
な
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
ポ
メ
ル
キ
ン
法
案
は
、
行
政
処
分
を
定
義
し
て
い
る
の
み
で
（
八
条
二
項
）、
授
益
的
処
分
と
不
利
益
処
分
と
い

う
類
型
化
を
行
っ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
同
法
案
は
、
処
分
手
続
を
正
式
手
続
と
略
式
手
続
（упрощ

енная процедура

）
に
分
け
て

お
り
、
法
案
の
大
部
分
は
、
正
式
手
続
に
当
て
ら
れ
て
い
る
。
正
式
手
続
の
場
合
は
、
行
政
機
関
の
職
員
を
構
成
員
と
す
る
合
議
体
に

よ
る
行
政
会
議
（административное заседание

）
が
、
事
案
の
審
査
お
よ
び
決
定
を
行
う
。
略
式
手
続
は
、
法
案
六
三
条
二
項
に

列
挙
さ
れ
て
い
る
正
式
手
続
が
適
用
さ
れ
る
九
項
目
を
除
い
て
す
べ
て
の
事
案
に
適
用
さ
れ
る
。
こ
の
九
項
目
を
列
挙
す
る
と
以
下
の

通
り
で
あ
る
。
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論　　　説

①　

利
害
関
係
者
が
多
数
い
る
場
合

②　

法
人
ま
た
は
個
人
事
業
主
の
登
記
に
関
す
る
場
合

③�　

あ
ら
ゆ
る
種
類
の
活
動
を
行
う
た
め
の
（
営
業
）
許
認
可
（лицензия

）
の
交
付
ま
た
は
更
新
、
お
よ
び
、
許
認
可
の
一
時
停
止

ま
た
は
取
消
し
の
場
合

④　

不
動
産
に
対
す
る
権
利
と
そ
の
取
引
に
関
す
る
登
記
の
場
合

⑤�　

所
有
者
ま
た
は
そ
の
他
の
法
的
所
持
者
（законны

й владелец

）
か
ら
土
地
、
下
層
土
、
森
林
ま
た
は
水
域
の
土
地
を
押
収
す

る
（изъятие

）
場
合

⑥　

国
家
ま
た
は
地
方
自
治
の
予
算
ま
た
は
予
備
費
の
支
出
、
国
家
ま
た
は
州
の
資
産
の
使
用
に
関
す
る
申
請
の
検
討
に
関
す
る
場
合

⑦�　

建
設
若
し
く
は
設
置
作
業
の
実
施
、
そ
の
他
の
物
件
若
し
く
は
機
器
の
操
作
に
関
す
る
許
可
（разреш

ение

）
の
発
行
、
ま
た

は
投
資
活
動
に
関
す
る
決
定
の
採
択
に
つ
い
て

⑧　

生
活
水
準
の
改
善
に
関
す
る
処
分
ま
た
は
公
有
地
か
ら
の
住
居
か
ら
の
行
政
命
令
に
よ
る
退
去
の
処
分
（
社
会
保
障
分
野
）

⑨　

法
人
、
個
人
事
業
主
、
個
人
の
そ
の
他
の
権
利
の
停
止
に
関
す
る
場
合

　

以
上
の
よ
う
に
、
ポ
メ
ル
キ
ン
法
案
に
よ
れ
ば
、
正
式
手
続
は
、
権
利
の
停
止
・
取
消
し
と
い
っ
た
不
利
益
処
分
の
み
な
ら
ず
権
利

を
提
供
し
ま
た
は
証
明
す
る
よ
う
な
授
益
的
処
分
に
も
適
用
さ
れ
る
点
で
特
徴
的
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
ダ
ビ
ド
ワ
草
案
は
、「
行
政
指
導
（оказание помощ

и
）」（
二
九
条
）、「
行
政
裁
量
（усмотрение

）」（
三
三
条
）、「
文

書
閲
覧
権
（ознакомление с материалами

）」（
三
六
条
）
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
点
で
、
ポ
メ
ル
キ
ン
法
案
と
異
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
両
法
案
の
類
似
点
と
相
違
点
か
ら
み
る
と
、
ポ
メ
ル
キ
ン
法
案
は
、
ア
メ
リ
カ
の
行
政
手
続
法
の
構
造
を
、
ダ
ビ
ド

ワ
草
案
は
、
ド
イ
ツ
や
日
本
と
い
っ
た
大
陸
法
諸
国
に
お
け
る
行
政
手
続
法
の
構
造
を
参
考
に
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
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ロシアにおける不利益処分手続の展開　

　

二　

法
案
に
お
け
る
不
利
益
処
分
手
続

１　

ポ
メ
ル
キ
ン
法
案

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
行
政
機
関
が
不
利

益
処
分
を
行
う
場
合
は
、
同
法
案
の
定
め

て
い
る
正
式
手
続
が
適
用
さ
れ
る
。
正
式

手
続
は
、
図
表
2
の
順
で
行
わ
れ
る
。

　

法
人
、
個
人
起
業
主
、
個
人
の
権
利
の

一
時
停
止
・
取
消
し
に
関
す
る
処
分
手
続

は
、
管
轄
す
る
行
政
機
関
（
国
ま
た
は
地

方
自
治
）
の
職
権
（инициатива

）
に
よ

っ
て
開
始
さ
れ
る
。
正
式
手
続
の
際
は
、

合
議
体
（коллегиальны

й орган

）
に

よ
る
行
政
会
議
（административное 

заседание

）
で
処
分
の
検
討
ま
た
は
決

定
が
行
わ
れ
る
。

　

行
政
会
議
の
す
べ
て
の
段
階
に
お
い
て
、

調
書
（протокол

）
が
作
成
さ
れ
る
（
五

六
条
）。
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図表 2　ポメルキン法案における正式手続

法人・個人事業主
・個人

権利の付与・認証・登記

権利の停止・取消し

申請の拒否

申請の受理
行政機関の公務員

申請
3日以内

行政の合議体
または
単独 3日前までに

行政会議への準備段階

行政処分の可否＋理由の提示

通知（公告）→利害関係者
•合議体の情報
•申請者と利害関係者
•申請の内容
•会議の時間と場所

•申請の内容の説明
•手続上の権利・義務の説明
•証拠収集

行政会議の開催
•利害関係者の意見の聴取
•証人・専門家の意見
•証拠調べ

出所：ポメルキン法案に基づき筆者が作成



論　　　説
　

合
議
体
は
、
行
政
会
議
を
行
う
た
め
の
準
備
と
し
て
、
ま
ず
、
行
政
会
議
が
開
催
さ
れ
る
三
日
前
ま
で
に
、
名
宛
人
お
よ
び
そ
の
他

の
利
害
関
係
者
に
そ
の
旨
を
通
知
（объявление

）
す
る
。
通
知
書
に
は
、
①
行
政
会
議
を
開
催
す
る
合
議
体
の
情
報
、
②
申
請
者
ま

た
は
利
害
関
係
者
の
情
報
、
③
事
案
（
申
請
）
の
内
容
、
④
行
政
会
議
が
行
わ
れ
る
場
所
と
時
間
が
記
載
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
四
七
条
二
項
）。

　

行
政
会
議
は
、
合
議
体
の
長
を
「
主
宰
者
（председательствую

щ
ий

）」
と
し
て
開
催
さ
れ
る
。
行
政
会
議
に
お
け
る
主
宰
者
の

権
限
は
、
法
案
五
〇
条
一
項
に
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
、
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
主
宰
者
は
、
行
政
会
議
に
お
い
て
、
①
事
案
の

内
容
を
説
明
し
、
②
会
議
に
参
加
し
て
い
る
申
請
者
、
利
害
関
係
者
、
公
務
員
、
関
係
す
る
専
門
家
を
紹
介
し
、
手
続
上
の
権
利
と
義

務
を
説
明
し
、
③
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
意
見
聴
取
を
行
い
、
④
証
拠
を
評
価
す
る
。
こ
こ
で
い
う
、「
証
拠
」
は
、
書
面
ま
た
は
物
理

的
な
証
拠
、
専
門
家
の
意
見
、
証
人
の
証
言
、
利
害
関
係
者
の
弁
明
を
い
う
。
利
害
関
係
者
は
、
合
議
体
の
要
求
に
応
じ
て
、
証
拠
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
、
正
当
な
理
由
な
く
、
必
要
な
証
拠
を
提
出
し
な
い
場
合
は
、
行
政
違
反
法
典
に
よ
り
処
罰
さ
れ
る
（
二
一
条

四
項
）。

　

行
政
会
議
で
の
審
査
が
終
わ
っ
た
後
に
、
合
議
体
は
、
別
の
部
屋
で
（
五
七
条
三
項
）、
多
数
決
で
決
定
を
行
う
。
合
議
体
が
決
定

を
行
う
に
あ
た
り
、
同
会
議
会
員
の
う
ち
反
対
意
見
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
意
見
を
書
面
で
表
明
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
利
害
関

係
者
に
そ
の
旨
を
告
知
す
る
（
一
〇
条
）。
決
定
が
行
わ
れ
た
後
、
三
日
以
内
に
正
式
に
、
処
分
の
名
宛
人
お
よ
び
利
害
関
係
者
に
処

分
と
と
も
に
そ
の
理
由
が
提
示
さ
れ
る
（
五
九
条
）。
理
由
の
提
示
に
お
い
て
、
事
案
の
決
定
に
対
し
て
上
訴
す
る
た
め
の
手
順
を
も

説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

略
式
手
続
の
場
合
は
、
行
政
会
議
が
開
催
さ
れ
ず
、
公
務
員
が
単
独
で
決
定
を
行
う
（
六
五
条
三
項
）。
そ
の
場
合
は
、
公
務
員
は
、

事
案
に
つ
い
て
名
宛
人
お
よ
び
利
害
関
係
者
に
予
め
通
知
し
た
う
え
で
、
審
議
を
行
う
。
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ロシアにおける不利益処分手続の展開　
　

以
上
の
内
容
を
持
つ
ポ
メ
ル
キ
ン
法
案
は
、
現
代
の
行
政
手
続
法
の
内
容
、
原
則
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
諸
国
の
経
験
を
取
り
入
れ
て

お
ら
ず
、
同
法
案
の
適
用
範
囲
を
制
限
し
て
い
る
点
、
行
政
事
案
を
審
査
す
る
た
め
の
複
雑
な
手
順
（
手
続
）
を
設
け
て
い
る
点
、
現

在
の
法
規
範
と
矛
盾
し
て
い
る
点
な
ど
が
批
判
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
と
く
に
、
手
続
面
に
お
い
て
、
行
政
訴
訟
手
続
を
過
剰
に
（
不

合
理
に
）
倣
っ
て
い
る
と
い
う
批
判
も
受
け
、
結
局
、
同
法
案
は
採
択
さ
れ
な
か
っ
た
。

２　

ダ
ビ
ド
ワ
草
案

　

ダ
ビ
ド
ワ
草
案
は
、
ポ
メ
ル
キ
ン
法
案
と
比
べ
て
、
簡
易
な
手
続
規
定
を
置
い
て
い
る
。
草
案
に
よ
れ
ば
、
行
政
機
関

（административны
й орган

）
は
、
不
利
益
処
分
を
す
る
場
合
は
、
当
該
処
分
の
名
宛
人
お
よ
び
利
害
関
係
者
に
そ
の
旨
を
通
知
し

（уведомление

）、
行
政
会
議
（административное заседание

）
に
お
け
る
意
見
聴
取
を
行
っ
た
う
え
で
、
処
分
を
決
定
し
、
処

分
の
理
由
を
提
示
す
る
。

　

ま
ず
、
行
政
機
関
は
、
名
宛
人
お
よ
び
そ
の
他
の
利
害
関
係
者
に
「
必
要
に
応
じ
て
」、
行
政
会
議
の
場
所
と
時
間
を
何
等
か
の
通

信
手
段
を
用
い
て
通
知
す
る
義
務
が
あ
る
（
四
四
条
）。
通
知
す
る
期
間
は
、
名
宛
人
と
そ
の
他
の
利
害
関
係
者
が
行
政
会
議
に
お
い

て
陳
述
す
る
意
見
を
準
備
す
る
た
め
に
十
分
な
期
間
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
四
五
条
）。
な
お
、
通
知
書
は
、
各
行
政
処
分
に
対
し

て
求
め
ら
れ
る
も
の
で
な
く
、
行
政
機
関
が
「
必
要
」
な
場
合
の
み
に
限
る
。
草
案
は
、
い
か
な
る
内
容
を
通
知
書
に
記
載
す
べ
き
か

に
つ
い
て
明
確
な
規
定
を
置
い
て
い
な
い
。

　

行
政
機
関
は
、
別
段
の
定
め
が
な
い
限
り
行
政
処
分
の
名
宛
人
お
よ
び
利
害
関
係
者
の
意
見
を
聴
取
（заслуш

иваться

）
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
（
三
四
条
二
項
）。
な
お
、
以
下
の
場
合
は
、
意
見
聴
取
手
続
が
省
略
さ
れ
る
（
同
条
三
項
）。

①　

授
益
的
処
分
を
下
す
場
合

（
97
）

（
98
）

（
99
）
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論　　　説

②　

国
家
と
社
会
の
利
益
に
重
大
な
害
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
、
そ
れ
を
防
止
ま
た
は
排
除
す
る
た
め
の
緊
急
性
が
あ
る
場
合

③�　

技
術
的
手
段
（технические средства

）
ま
た
は
自
動
機
械
（автоматический реж

им

）
を
用
い
、
多
量
の
行
政
処
分
を
下

す
場
合

④　

独
立
し
た
不
服
申
立
て
の
対
象
と
な
ら
な
い
仮
決
定
（промеж
уточное реш

ение

）
を
す
る
場
合

⑤　

口
頭
ま
た
は
明
示
的
（конклю

дентны
й

）
な
形
で
行
政
処
分
の
採
択
す
る
場
合

⑥　

名
宛
人
お
よ
び
そ
の
他
の
利
害
関
係
者
は
、
意
見
陳
述
を
求
め
な
い
場
合

⑦　

法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
そ
の
他
の
場
合
と
さ
れ
て
い
る
。

　

行
政
機
関
は
、
名
宛
人
お
よ
び
そ
の
他
の
利
害
関
係
者
の
意
見
の
み
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
他
の
証
拠
を
収
集
し
・
調
査
を
行

っ
た
う
え
で
処
分
を
行
う
（
三
五
条
）。
処
分
手
続
の
段
階
に
お
い
て
、
名
宛
人
お
よ
び
利
害
関
係
者
は
、
文
書
閲
覧
請
求
権
を
有
す

る
（
三
六
条
）。
行
政
機
関
は
、
三
〇
日
以
内
に
事
案
を
検
討
し
、
決
定
を
行
う
（
四
二
条
）。
行
政
機
関
は
、
法
案
五
三
条
に
基
づ
き
、

名
宛
人
と
そ
の
他
の
関
係
者
に
当
該
処
分
の
理
由
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ダ
ビ
ド
ワ
草
案
は
、
ポ
メ
ル
キ
ン
法
案
の
課
題
を
改
善
し
た
内
容
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
学
説
や
立
法
論
的
に
支
持
さ
れ
な

か
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
ド
イ
ツ
法
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
た
と
み
ら
れ
る
ダ
ビ
ド
ワ
草
案
の
内
容
は
、
前

述
し
た
ア
ナ
ト
リ
エ
フ
ナ
の
懸
念
し
た
と
お
り
、
行
政
の
「
幅
広
い
行
政
裁
量
を
認
め
る
、
抽
象
的
な
内
容
」
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
で
ロ
シ
ア
に
お
い
て
は
、
統
一
的
な
行
政
手
続
法
が
制
定
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

第
三
節　

ロ
シ
ア
の
現
行
法
に
お
け
る
不
利
益
処
分
手
続

　

行
政
機
関
は
、
個
別
的
行
為
（индивидуальны

е правовы
е акты

 управления
）
ま
た
は
規
範
的
行
為
（нормативны

й акт

）

（
100
）
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を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
い
う
、
個
別
的
行
為
と
は
、
行
政
機
関
が
特
定
の
者
を
名
宛
人
と
し
て
権
利
若
し
く
は
義
務
を
付
与

し
（устанавливаю

щ
ий

）、
ま
た
は
変
更
（изменяю

щ
ий

）、
若
し
く
は
取
り
消
す
（отменить

）
行
為
を
い
う
。
な
お
、
ロ
シ
ア

に
お
い
て
は
、
個
別
的
行
為
を
授
益
的
処
分
ま
た
は
不
利
益
処
分
に
分
類
す
る
こ
と
は
、
一
般
的
で
は
な
い
よ
う
に
み
ら
れ
る
。
そ
の

た
め
、
こ
こ
で
は
、
現
行
法
に
お
い
て
、
権
利
の
剝
奪
な
ど
を
含
む
行
政
罰
を
賦
科
す
る
際
に
ど
の
よ
う
な
事
前
手
続
が
設
け
ら
れ
て

い
る
の
か
、
ま
た
、
行
政
罰
以
外
の
不
利
益
処
分
に
つ
い
て
は
い
か
な
る
事
後
的
救
済
制
度
が
あ
る
の
か
を
検
討
す
る
。

　

一　

行
政
罰
の
賦
科
手
続

　

ロ
シ
ア
連
邦
行
政
違
反
法
典
（
以
下
「
違
反
法
典
」
と
い
う
。）
は
、
二
〇
〇
一
年
に
制
定
さ
れ
た
。
違
反
法
典
は
、
五
編
三
二
章

か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
第
一
編
「
総
則
」
は
、
行
政
罰
の
賦
科
手
続
の
原
則
お
よ
び
行
政
罰
の
種
類
を
定
め
、
第
二
編
「
各
則
」
は
、

行
政
罰
が
科
さ
れ
る
違
反
行
為
（административное правонаруш

ение

）
を
列
挙
し
て
い
る
。
第
三
編
「
違
反
行
為
の
検
討

（рассматривать

）
を
行
う
裁
判
所
、
法
人
（орган

）、
公
務
員
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
決
定
権
者
の
管
轄
と
な
る
違
反
行
為
、
お
よ
び

決
定
権
者
の
権
限
を
定
め
て
い
る
。
第
四
編
は
、「
行
政
罰
の
賦
科
手
続
」、
第
五
編
は
、「
行
政
罰
の
賦
科
決
定
の
執
行
」
を
扱
っ
て

お
り
、
行
政
罰
の
賦
科
に
関
す
る
実
体
的
規
定
と
手
続
的
規
定
を
含
ん
だ
法
典
で
あ
る
。

　

社
会
主
義
時
代
に
お
い
て
効
力
を
も
っ
て
い
た
八
四
年
違
反
法
典
に
比
べ
、
二
〇
〇
一
年
の
違
反
法
典
は
、
よ
り
体
系
化
さ
れ
て
お

り
、
違
反
者
の
権
利
保
護
の
面
か
ら
も
改
善
さ
れ
て
い
る
点
で
評
価
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
二
〇
〇
一
年
の
違
反
法
典
は
、
現
在
に

至
る
ま
で
三
〇
〇
〇
以
上
を
超
え
る
改
正
を
経
て
お
り
、
四
〇
〇
を
超
え
る
連
邦
法
（
特
別
法
）
に
よ
っ
て
内
容
が
補
足
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
違
反
法
典
の
内
容
が
複
雑
に
な
り
、
法
典
全
体
の
統
一
性
が
失
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
の
指
摘

を
挙
げ
る
に
と
ど
め
、
二
〇
〇
一
年
の
違
反
法
典
に
お
け
る
行
政
罰
の
賦
科
手
続
を
概
括
す
る
。

（
101
）

（
102
）

（
103
）
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１　

行
政
罰
の
賦
科
手
続

　

行
政
罰
が
賦
科
さ
れ
る
「
違
反
行
為
」
は
、
違
反
法
典
の
第
二
編
お
よ
び
ロ
シ
ア
連
邦
の
構
成
主
体
の
行
政
違
反
行
為
に
関
す
る
法

律
に
お
い
て
、
個
人
ま
た
は
法
人
の
行
っ
た
有
罪
な
行
為
（действие

）
ま
た
は
不
作
為
（бездействие

）
に
対
し
て
行
政
上
の
責
任

（административная ответственность

）
が
課
さ
れ
る
行
為
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
（
二
・
一
条
）。
行
政
罰
の
賦
科
手
続
は
、

違
反
行
為
の
解
明
（возбуж

дение дела

）、
行
政
調
査
（административное расследование

）、
違
反
行
為
の
審
査
と
決
定

（рассмотрение дела и вы
несение реш

ения

）
の
順
で
行
わ
れ
る
。

　
（
１
）
違
反
行
為
の
解
明

　

行
政
罰
の
賦
科
手
続
は
、
公
務
員
が
、
第
一
に
、
違
反
行
為
に
関
す
る
十
分
な
情
報
を
把
握
し
た
場
合
、
第
二
に
、
法
秩
序
維
持
機

関
（правоохранительны

е органы
）
ま
た
は
国
家
機
関
か
ら
（
違
反
行
為
に
関
す
る
）
資
料
が
提
供
さ
れ
た
場
合
、
第
三
に
、
個

人
ま
た
は
法
人
か
ら
通
報
が
あ
っ
た
場
合
、
第
四
に
、
メ
デ
ィ
ア
か
ら
情
報
が
提
供
さ
れ
た
場
合
に
開
始
さ
れ
る
（
二
八
・
一
条
）。

な
お
、
違
反
法
典
二
八
・
四
条
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
事
案
に
つ
い
て
は
、
検
察
官
の
決
定
（постановление

）
を
受
け
て
、
手
続
が

開
始
さ
れ
る
。

　

権
限
の
あ
る
公
務
員
は
、
手
続
開
始
に
あ
た
り
、
違
反
行
為
の
現
場
で
、
違
反
者
や
目
撃
者
（
被
害
者
が
あ
れ
ば
）
の
情
報
を
含
め
、

事
実
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
調
書
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
二
八
・
二
条
）。
な
お
、
権
限
の
あ
る
公
務
員

が
、
違
反
行
為
の
現
場
で
、
行
政
罰
の
う
ち
、
警
告
（предупреж

дение

）
ま
た
は
過
料
（ш

траф

）
を
科
す
場
合
は
、
調
書
の
作
成

は
要
求
さ
れ
な
い
。

　
（
２
）
行
政
調
査

　

権
限
の
あ
る
公
務
員
は
、
違
反
行
為
に
関
す
る
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
行
政
調
査
を
行
う
（
二
八
・
七
条
）。
事
実
を
客

（
104
）
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観
的
に
判
断
す
る
た
め
に
は
、
調
査
に
お
い
て
、
目
撃
者
や
専
門
家
、
お
よ
び
被
害
者
が
参
加
す
る
。
こ
の
段
階
に
お
い
て
、
公
務
員

は
、
行
政
調
査
に
支
障
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
、
法
典
二
七
・
一
条
で
置
か
れ
て
い
る
即
時
強
制
措
置
（меры

 

обеспечения

）
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
権
限
の
あ
る
公
務
員
は
、
行
政
調
査
の
際
に
作
成
し
た
調
書
を
、
賦
科
決
定
の
権
限
を
有

す
る
者
に
三
日
以
内
に
提
出
す
る
（
二
八
・
八
条
）。

　
（
３
）
違
反
行
為
の
審
査
と
決
定

　

違
反
行
為
の
調
書
を
受
理
し
た
権
限
の
あ
る
機
関
（
裁
判
官
、
行
政
機
関
、
公
務
員
）
は
、
違
反
行
為
の
審
査
の
除
外
事
項
が
あ
る

か
ど
う
か
、
調
書
が
正
し
く
作
成
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
他
の
証
拠
の
有
無
な
ど
を
審
査
す
る
。
審
査
の
際
に
違
反
者
の
弁
明
、
目

撃
者
と
被
害
者
の
陳
述
、
専
門
家
の
報
告
を
聞
き
、
そ
の
他
の
証
拠
や
書
類
の
徴
収
を
行
う
。
検
察
官
が
事
件
に
参
加
す
る
場
合
は
、

検
察
官
の
意
見
も
聴
取
す
る
（
二
九
・
七
条
）。

２　

賦
科
決
定
権
者
と
賦
科
決
定
の
種
類

　

違
反
行
為
の
決
定
権
者
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
違
反
法
典
二
二
条
と
二
三
条
の
内
容
か
ら
見
る
と
、
決
定
権
者
は
、
次
の
よ
う
に
分
類

さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
一
に
、
裁
判
官

　

第
二
に
、
未
成
年
者
の
権
利
を
保
護
す
る
委
員
会
（комиссия по делам несоверш

еннолетних и защ
ите их прав

）

　

第
三
に
、
連
邦
執
行
機
関
（Ф

едеральны
е органы

 исполнительной власти

）
と
そ
れ
を
構
成
す
る
各
部
署
、
地
方
出
先
機
関

（Территориальны
й орган

）
と
そ
れ
を
構
成
す
る
各
部
署
、
ロ
シ
ア
連
邦
大
統
領
ま
た
は
ロ
シ
ア
連
邦
政
府
の
行
っ
た
法
令
に
よ

っ
て
権
限
が
与
え
ら
れ
た
国
家
機
関
─
─
こ
の
分
類
に
含
ま
れ
る
の
は
、
内
政
機
関
（
警
察
）、
税
務
当
局
、
財
政
や
予
算
の
分
野
で
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監
督
機
能
を
行
使
す
る
連
邦
執
行
機
関
、
税
関
、
輸
出
管
理
当
局
、
国
境
当
局
、
連
邦
政
府
の
衛
生
お
よ
び
疫
学
的
監
督
を
行
う
機
関

な
ど
の
多
く
の
機
関
な
ど
で
あ
る
。

　

第
四
に
、
ロ
シ
ア
銀
行
（Банк России

）
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
決
定
権
者
は
、
違
反
行
為
の
審
査
を
経
て
、
違
反
者
に
対
し
て
、
主
罰
と
し
て
、
①
警
告
（предупреж

дение

）、
②
過

料
（ш

траф
）、
③
特
別
の
権
利
の
剝
奪
（лиш

ение

）、
④
活
動
（
行
動
）
の
停
止
（административное приостановление 

деятельности

）、
⑤
行
政
上
の
拘
留
（административны

й арест

）、
⑥
資
格
剝
奪
（дисквалификация

）、
⑦
強
制
労
働

（обязательны
е работы

）
の
い
ず
れ
か
を
科
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
付
加
罰
と
し
て
は
、
①
没
収
、
②
運
転
免
許
の
停
止
、

③
外
国
人
ま
た
は
無
国
籍
者
の
国
外
へ
の
追
放
、
④
公
的
な
大
会
な
ど
の
会
場
へ
の
立
ち
入
り
禁
止
の
い
ず
れ
か
を
賦
科
す
る
こ
と
が

で
き
る
（
違
反
法
典
三
・
二
条
）。

　

裁
判
官
は
、
賦
科
決
定
の
う
ち
、
①
没
収
、
②
特
別
の
権
利
の
剥
奪
、
③
行
政
上
の
拘
留
、
④
外
国
人
ま
た
は
無
国
籍
者
の
国
外
へ

の
追
放
、
⑤
資
格
剝
奪
、
⑥
強
制
労
働
、
⑦
公
的
な
大
会
な
ど
の
会
場
へ
の
立
ち
入
り
禁
止
、
⑧
警
告
、
⑨
過
料
に
つ
い
て
は
、
決
定

権
限
を
有
し
て
お
り
、
法
典
で
規
定
さ
れ
て
い
る
一
一
の
賦
科
決
定
の
う
ち
、
九
の
賦
科
決
定
に
つ
い
て
決
定
権
限
を
持
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
裁
判
官
は
、
違
反
法
典
に
お
い
て
、
法
律
上
の
規
定
に
基
づ
い
て
違
反
者
に
賦
科
決
定
を
科
し
、
ま
た
、
そ
の
他
の
決
定

権
者
の
行
っ
た
行
政
罰
の
賦
科
決
定
の
違
法
性
を
統
制
す
る
と
い
う
二
つ
の
任
務
を
果
た
し
て
い
る
点
で
独
特
で
あ
る
。
た
だ
し
、
一

部
の
学
者
か
ら
は
、
裁
判
官
の
権
限
の
拡
大
に
つ
い
て
、
懸
念
す
る
意
見
も
あ
り
、「
適
法
性
（законность

）」
お
よ
び
市
民
の
権
利

と
自
由
の
保
護
な
ら
び
に
、
行
政
罰
の
賦
科
手
続
の
効
率
化
か
つ
迅
速
化
の
観
点
か
ら
、
違
反
法
典
の
内
容
を
改
善
す
べ
き
と
い
う
声

明
が
出
さ
れ
て
い
る
。

（
105
）

（
106
）

（
107
）
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３　

行
政
罰
の
賦
科
手
続
に
お
け
る
検
察
官
の
参
加

　

九
三
年
憲
法
の
採
択
に
伴
っ
て
、
検
察
官
の
権
限
の
内
容
が
い
か
に
変
わ
っ
た
の
か
は
後
述
す
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
、
行
政
罰

の
賦
科
手
続
に
お
い
て
検
察
官
が
ど
の
よ
う
に
参
加
で
き
る
の
か
を
整
理
す
る
。

　

違
反
法
典
二
五
・
一
一
条
に
よ
れ
ば
、
検
察
官
は
、
第
一
に
、
違
反
行
為
に
関
す
る
情
報
が
提
供
さ
れ
た
場
合
は
、
審
査
を
行
う
決

定
者
に
そ
の
旨
を
告
知
す
る
こ
と
で
、
違
反
行
為
に
関
す
る
手
続
を
開
始
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
二
に
、
検
察
官
は
、
違
反
行
為

の
検
討
に
参
加
し
、
証
拠
を
提
出
し
、
請
願
を
申
し
立
て
、
事
件
の
審
査
中
に
生
じ
た
問
題
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
る
権
限
を
有
し
て

い
る
。
第
三
に
、
検
察
官
は
、
決
定
権
者
の
行
っ
た
違
反
行
為
の
決
定
に
対
し
て
、
裁
判
所
に
異
議
申
立
て
を
行
う
権
限
が
あ
る
。

　

検
察
官
は
、
違
反
行
為
の
賦
科
決
定
の
適
法
性
を
監
督
す
る
際
に
は
、
決
定
権
限
の
あ
る
機
関
が
決
定
を
行
っ
て
い
る
か
、
法
律
上

違
反
行
為
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
か
、
違
反
行
為
の
社
会
的
重
大
さ
と
賦
科
決
定
の
選
択
が
適
合
し
て
い
る
か
を
監
督
す
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
行
政
罰
の
賦
科
手
続
に
お
け
る
検
察
官
の
役
割
が
大
き
い
と
い
え
よ
う
。

　

二　

そ
の
他
の
不
利
益
処
分
に
対
す
る
法
的
統
制

　

ロ
シ
ア
に
お
い
て
市
民
は
、
行
政
機
関
の
行
っ
た
不
利
益
処
分
に
よ
っ
て
権
利
利
益
が
侵
害
さ
れ
た
場
合
は
、
行
政
不
服
申
立
て
と

行
政
訴
訟
と
い
っ
た
事
後
的
救
済
制
度
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
検
察
官
へ
の
申
立
制
度
を
用
い
、
侵
害
さ
れ
た
権
利
の
救
済
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
に
つ
い
て
簡
単
に
検
討
す
る
。

１　

行
政
不
服
申
立
て

　

ロ
シ
ア
連
邦
憲
法
三
三
条
で
は
、「
ロ
シ
ア
連
邦
市
民
は
、
国
家
機
関
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
に
自
ら
訴
え
る
権
利
、
お
な
じ
く
、
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個
人
ま
た
は
共
同
で
訴
え
を
行
う
権
利
を
有
す
る
。」
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
規
定
を
根
拠
に
、
二
〇
〇
六
年
に
、「
ロ
シ
ア
連
邦

市
民
の
訴
え
の
審
理
手
続
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
不
服
審
査
法
」
と
い
う
。）」
が
制
定
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
法
律
は
、
わ
ず
か

一
八
条
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
行
政
不
服
申
立
て
の
審
理
手
続
に
つ
い
て
包
括
的
に
規
定
し
て
い
る
と
言
い
難
い
。

　

同
法
は
、
要
求
（предлож

ение

）、
申
請
（заявление

）、
不
服
申
立
て
（ж

алоба

）
を
合
わ
せ
て
「
訴
え
（обращ

ение

）」
と

呼
び
、
市
民
か
ら
国
家
機
関
に
対
し
て
「
訴
え
」
を
提
起
す
る
場
合
の
一
般
的
な
規
定
を
置
い
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
、「
要
求
」
と

は
、
法
律
の
内
容
の
不
備
、
ま
た
は
、
行
政
機
関
の
活
動
の
欠
陥
を
行
政
機
関
に
訴
え
、
そ
れ
を
改
善
し
た
い
と
い
う
市
民
の
要
求
で

あ
り
、「
申
請
」
と
は
、
市
民
が
自
ら
の
権
利
ま
た
は
自
由
を
実
現
す
る
た
め
に
行
政
機
関
に
申
し
出
る
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、「
不
服

申
立
て
」
と
は
、
侵
害
さ
れ
た
権
利
、
自
由
、
法
的
利
益
、
ま
た
は
他
者
の
権
利
、
自
由
、
法
的
利
益
の
回
復
ま
た
は
保
護
に
関
す
る

市
民
の
訴
え
で
あ
る
（
不
服
審
査
法
四
条
）。

　

市
民
は
、
行
政
機
関
の
決
定
に
対
し
て
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
上
級
公
務
員
ま
た
は
上
級
機
関
に
不
服
申
立
て
を
提
出
す
る
。
権
限

の
あ
る
機
関
は
、
法
律
上
の
例
外
を
除
い
て
、
不
服
申
立
て
を
受
理
し
た
後
か
ら
一
ヵ
月
以
内
に
審
理
を
行
う
（
不
服
審
査
法
一
二

条
）。
市
民
は
、
審
理
の
結
果
、
下
さ
れ
た
裁
決
に
対
し
て
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
上
級
行
政
機
関
ま
た
は
裁
判
所
に
上
訴
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

な
お
、
不
服
申
立
て
の
審
理
手
続
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
不
服
審
査
法
以
外
に
は
、
ロ
シ
ア
連
邦
大
統
領
令
、
ロ
シ
ア
連
邦
政
令
、

条
例
、
ロ
シ
ア
連
邦
の
構
成
主
体
の
法
律
な
ら
び
に
、
多
く
の
特
別
法
が
規
定
を
お
い
て
い
る
。
ロ
シ
ア
に
お
け
る
こ
う
し
た
不
服
申

立
て
の
制
度
の
現
状
に
つ
い
て
ポ
ポ
フ
は
、
不
服
申
立
権
が
十
分
に
保
障
さ
れ
て
お
ら
ず
、
法
令
上
の
不
統
一
な
制
度
を
排
除
す
る
た

め
に
、「
統
一
的
な
立
法
」
に
よ
る
改
革
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

（
108
）

（
109
）
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２　

行
政
訴
訟

　

二
〇
一
五
年
に
制
定
さ
れ
た
行
政
訴
訟
法
典
（
以
下
「
行
訴
法
典
」
と
い
う
。）
は
、
通
常
裁
判
所
（
軍
事
裁
判
所
を
含
む
）、
連
邦

最
高
裁
判
所
の
行
政
事
件
部
、
連
邦
最
高
裁
判
所
の
軍
事
事
件
部
お
よ
び
連
邦
最
高
裁
判
所
の
懲
役
事
件
部
に
お
け
る
行
政
事
件
訴
訟

に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

　

行
訴
法
典
一
条
に
よ
れ
ば
、
同
法
は
、
行
政
法
ま
た
は
そ
の
他
の
公
法
関
係
か
ら
生
じ
る
市
民
や
法
人
（организация

）
の
侵
害

さ
れ
た
ま
た
は
争
い
の
あ
る
権
利
、
自
由
お
よ
び
法
的
利
益
の
保
護
に
関
す
る
行
政
事
件
を
審
理
す
る
際
に
適
用
さ
れ
る
。
例
え
ば
、

規
範
的
法
的
行
為
（нормативны

е правовы
е акты

）、
公
権
力
の
行
使
に
当
た
る
国
家
機
関
（государственны

й орган

）
や
公
務

員
の
決
定
（реш

ение

）、
行
為
（действие

、
活
動
と
も
訳
さ
れ
る
）、
不
作
為
（бездействие

）
に
対
す
る
訴
訟
が
あ
げ
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
行
訴
法
典
一
条
五
項
に
よ
れ
ば
、
行
政
罰
の
賦
科
決
定
は
、
同
法
の
適
用
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
と
く
に
経
済
活

動
に
と
も
な
っ
て
生
じ
る
行
政
事
件
は
、
仲
裁
裁
判
所
の
管
轄
と
な
っ
て
い
る
（
仲
裁
裁
判
手
続
法
典
二
九
条
）。

３　

検
察
官
の
監
督

　

検
察
官
は
、
不
利
益
処
分
を
含
む
個
別
的
行
為
の
適
法
性
に
対
し
て
い
か
な
る
統
制
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

ロ
シ
ア
連
邦
憲
法
一
二
九
条
一
項
は
、
検
察
庁
に
関
す
る
根
拠
規
定
を
置
い
て
お
り
、
検
察
庁
の
権
限
や
組
織
な
ど
に
つ
い
て
は
、

憲
法
が
採
択
さ
れ
る
一
年
前
に
制
定
さ
れ
た
「
ロ
シ
ア
連
邦
検
察
庁
法
（
以
下
「
九
二
年
検
察
法
」
と
い
う
。）」
が
詳
細
な
規
定
を
置

い
て
い
る
。

　

検
察
官
の
行
う
権
限
の
う
ち
、
最
も
重
要
な
の
は
、
第
一
に
、「
法
律
の
執
行
」
に
対
す
る
監
督
で
あ
り
、
第
二
に
、「
人

（человек

）
ま
た
は
市
民
の
権
利
お
よ
び
自
由
の
擁
護
」
に
関
す
る
監
督
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
監
督
の
対
象
と
な
る
の
は
、
具
体

（
110
）

（
111
）
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的
に
は
、
①
連
邦
の
省
、
局
、
②
連
邦
執
行
機
関
、
③
ロ
シ
ア
連
邦
の
調
査
委
員
会
（С

ледственны
й комитет Российской 

Ф
едерации

）、
④
ロ
シ
ア
連
邦
の
構
成
主
体
の
立
法
機
関
と
執
行
機
関
、
⑤
地
方
自
治
機
関
、
⑥
軍
管
理
機
関
、
⑦
統
制
機
関

（органамы
 контроля

）
と
そ
れ
ら
の
公
務
員
、
⑧
拘
留
お
よ
び
拘
留
場
に
い
る
人
へ
の
援
助
・
人
権
に
関
す
る
公
共
の
監
督
主
体
、

⑨
拘
留
場
所
、
⑩
営
利
お
よ
び
非
営
利
団
体
（некоммерческие организации

）
の
管
理
機
関
の
行
為
、
な
ら
び
に
「
法
的
規
範

（правовой акт
）」
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
検
察
官
の
有
す
る
権
限
の
う
ち
、
最
も
重
要
な
の
は
、
上
級
機
関
ま
た
は
裁
判
所
に
対
し
て
異
議
申
立
て
を
す
る
権
限
で

あ
る
。
具
体
的
に
は
、
九
二
年
検
察
庁
法
二
三
条
と
二
八
条
に
よ
る
と
、
法
律
に
違
反
す
る
法
的
行
為
（правовой акт

）
お
よ
び
、

人
ま
た
は
市
民
の
権
利
を
侵
害
す
る
行
為
（акт

）
に
対
し
て
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
人
ま
た
は
市
民
の
権
利

お
よ
び
自
由
の
侵
害
の
排
除
に
関
す
る
提
訴
も
で
き
る
（представление

）（
二
八
条
）。

　

検
察
庁
は
、
自
ら
の
権
限
を
行
使
す
る
際
に
、
法
律
の
内
容
に
何
等
か
の
問
題
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
旨
を
立
法
機
関
に
告

げ
る
こ
と
が
で
き
る
（
九
二
年
検
察
庁
法
一
条
四
項
と
九
条
）。

　

検
察
官
は
、
法
律
違
反
に
関
す
る
情
報
を
受
け
取
っ
た
際
に
、
監
督
（
手
続
）
が
開
始
さ
れ
る
（
二
一
条
二
項
）。
受
理
し
た
情
報

を
確
認
す
る
た
め
に
、
管
轄
す
る
機
関
に
自
由
に
立
ち
入
り
、
関
連
す
る
文
書
と
資
料
に
ア
ク
セ
ス
し
た
り
、
関
連
す
る
資
料
の
開
示

を
請
求
し
た
り
、
公
務
員
ま
た
は
市
民
を
呼
び
出
し
違
反
行
為
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
九
二
年
検
察
庁
法

二
二
条
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
現
行
法
に
お
い
て
は
、
検
察
官
に
多
く
の
権
限
が
付
与
さ
れ
て
お
り
、
依
然
と
し
て
「
適
法
性
の
擁
護
者
」
と
し
て

の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
ラ
ス
キ
ン
（Л

аскина Н
.В

）
や
ミ
ツ
ィ
コ
フ
（М

ы
цы

ков.А

）
は
、「
検
察
庁
は
、

一
般
監
督
を
行
っ
て
膨
大
な
権
限
を
受
け
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
非
難
し
て
い
る
。
な
お
、
ミ
ツ
ィ
コ
フ
は
、
検
察
官
が
行
う
権

（
112
）

（
113
）

（
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）
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限
の
う
ち
か
ら
、「
法
律
の
執
行
に
対
す
る
監
督
権
」
を
廃
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
う
え
で
、
そ
の
際
に
二
つ
の
前
提
条
件
が

必
要
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
一
つ
目
は
、
社
会
・
国
家
活
動
が
、
そ
の
適
法
性
を
統
制
す
る
必
要
が
な
い
程
度
ま
で
発
展
す
る
こ
と

と
、
二
つ
目
は
、
検
察
官
の
監
督
の
一
部
を
「
別
の
機
関
」
に
移
す
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
つ
づ
い
て
彼
は
、
今
日
の
ロ
シ
ア
に
お
い

て
は
、
前
者
の
条
件
が
達
成
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
と
い
い
、
後
者
の
条
件
に
つ
い
て
、「
司
法
（
当
局
）
も
オ
ン
ブ
ズ

マ
ン
も
裁
判
所
も
、
適
法
性
を
確
保
す
る
た
め
の
効
果
的
な
保
障
制
度
を
実
現
し
て
い
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
今
日
の

ロ
シ
ア
に
お
い
て
は
、
検
察
庁
に
代
わ
っ
て
、「
法
律
の
執
行
」
の
適
法
性
に
対
す
る
監
督
を
効
果
的
か
つ
円
滑
的
に
行
う
制
度
が
確

立
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
背
景
か
ら
、
検
察
官
の
法
律
の
執
行
に
対
す
る
監
督
が
正
当
化
さ
れ
て
い
る
。

ま
と
め
と
展
望

　

以
上
、
一
九
一
八
年
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
の
ロ
シ
ア
に
お
け
る
不
利
益
処
分
手
続
の
展
開
を
検
討
し
た
。
ソ
連
時
代
に
お
い
て
は
、

行
政
法
お
よ
び
行
政
手
続
法
は
、
ソ
連
共
産
党
の
目
的
達
成
の
た
め
の
道
具
と
し
て
体
系
化
さ
れ
た
法
規
範
の
総
体
で
あ
っ
た
。
当
時

の
行
政
手
続
観
に
は
、
国
家
行
政
機
関
の
行
う
内
部
的
・
外
部
的
、
事
後
的
・
事
前
的
な
手
続
が
含
ま
れ
て
い
た
。
行
政
罰
の
賦
科
決

定
に
関
し
て
の
み
、
事
前
手
続
が
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、
行
政
罰
の
賦
科
決
定
以
外
の
不
利
益
処
分
に
関
し
て
は
、
上
級
機
関
へ
の
不

服
申
立
て
、
通
常
裁
判
所
へ
の
提
訴
（
一
部
の
事
件
の
み
）、
検
察
官
へ
の
申
立
て
と
い
う
事
後
的
救
済
制
度
が
存
在
し
て
い
た
（
図

表
3
）。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
制
度
は
、
そ
れ
ぞ
れ
問
題
を
有
し
て
お
り
、
実
際
に
市
民
の
権
利
を
保
護
す
る
の
に
十
分
な
仕
組
み
と

な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
九
三
年
の
新
憲
法
の
採
択
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
と
も
な
い
、
ロ
シ
ア
行
政
法
学
も
新
し

く
構
築
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
不
利
益
処
分
に
対
す
る
法
的
統
制
と
し
て
、
不
服
申
立
て
や
行
政
訴
訟
と
い
っ
た
事
後
的

救
済
制
度
が
重
点
的
に
制
度
改
善
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
事
前
手
続
に
つ
い
て
は
、
統
一
的
な
立
法
化
が
進
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、

（
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依
然
と
し
て
、
行
政
罰
の
賦
科
手
続
が
不
利
益
処
分
手
続
の
中
核
的
概
念
と
し
て
理
解
さ
れ
て

い
る
。

　

ソ
連
時
代
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
ロ
シ
ア
に
お
け
る
不
利
益
処
分
手
続
の
展
開
は
、
次
の

二
つ
の
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
第
一
に
、
行
政
罰
の
賦
科
手
続
が
不
利
益
処
分
手
続
の
中
核
的

な
概
念
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
行
政
部
が
過
料
や
特
別
の
権
利

の
停
止
・
取
消
し
な
ど
の
多
種
多
様
な
行
政
罰
を
賦
科
す
る
権
限
を
有
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

第
二
に
、
九
二
年
憲
法
に
お
い
て
、「
適
法
性
の
監
督
」
が
削
除
さ
れ
た
後
も
、
違
法
な
行
政

作
用
に
対
す
る
法
的
統
制
に
お
い
て
、
検
察
官
の
監
督
が
有
効
に
機
能
し
、
重
要
な
意
味
を
持

っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
に
お
い
て
は
、
行
政
訴
訟
法
典
が
二
〇
一
五
年
に
制
定
さ
れ
た

ば
か
り
で
あ
る
た
め
、
法
曹
界
・
国
民
は
、
司
法
権
に
対
し
て
不
信
感
を
抱
い
て
い
る
。
こ
う

し
た
司
法
権
へ
の
不
信
感
が
あ
る
た
め
に
、
検
察
の
一
般
監
督
制
度
が
未
だ
に
存
続
し
て
い
る

と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

本
稿
の
検
討
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
に
お
い
て
は
、
近
年
に
な
っ
て
事
前
手
続
の
意

義
や
必
要
性
に
つ
い
て
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
立
法
化
の
議
論
が
活
発
に
行

わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
議
論
を
踏
ま
え
て
、
ロ
シ
ア
が
、
行
政
手
続
に
関
す
る
い
か
な
る
法

律
を
制
定
し
、
そ
の
な
か
で
不
利
益
処
分
手
続
に
つ
い
て
い
か
な
る
規
律
を
定
め
る
の
か
が
注

目
さ
れ
る
。
ま
た
、
行
政
手
続
法
の
立
法
化
に
お
い
て
、
不
利
益
処
分
手
続
に
関
す
る
こ
の
国

独
自
の
特
質
に
い
か
な
る
変
化
が
生
じ
る
の
か
、
或
い
は
生
じ
な
い
の
か
、
観
察
を
続
け
た
い
。

（
116
）
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図表 3　ソ連邦およびロシアにおける不利益処分の手続的統制

不利益処分 事前手続
事後手続

検察官の監督
不服申立て 訴　訟

ソ連邦
行政罰の賦科決定 〇 〇 〇 〇

その他の処分 × 〇 〇（一部のみ） 〇

ロシア
行政罰の賦科決定

〇 〇 〇 〇（異議申立権）

行政違反法典による

その他の処分 ×／〇 〇 〇 〇（異議申立権）

出所：筆者により作成



ロシアにおける不利益処分手続の展開　
П

опов Л
.Л

, Зубарев С
.М

. А
дминистративны

е процедуры
. М

.,2018. С
. 235.

　

な
お
、
ソ
連
邦
諸
国
で
あ
っ
た
リ
ト
ア
ニ
ア
で
は
一
九
九
九
年
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
で
は
一
九
九
九
年
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
は
二
〇
〇
〇
年
、
エ

ス
ト
ニ
ア
で
は
二
〇
〇
一
年
、
ラ
ト
ビ
ア
で
は
二
〇
〇
一
年
、
ア
ル
メ
ニ
ア
で
は
二
〇
〇
四
年
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
で
は
二
〇
〇
五
年
、
タ

ジ
キ
ス
タ
ン
で
は
二
〇
〇
七
年
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
で
は
二
〇
〇
八
年
、
キ
ル
ギ
ス
タ
ン
で
は
二
〇
一
五
年
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
で
は
二
〇
一
七
年

に
、
行
政
手
続
に
関
す
る
法
律
が
制
定
さ
れ
た
。

高
田
敏
博
士
は
、
日
本
に
お
け
る
法
治
主
義
観
の
変
化
に
応
じ
て
、
行
政
手
続
観
も
変
化
し
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
行
政
手
続
を
記
述

概
念
と
し
て
の
行
政
手
続
と
、
価
値
概
念
と
し
て
の
行
政
手
続
に
分
類
し
、
形
式
的
法
治
主
義
に
お
い
て
は
、
記
述
概
念
と
し
て
の
行
政
手
続

す
な
わ
ち
、
法
的
に
存
在
す
る
行
政
手
続
が
あ
り
、
実
質
的
法
治
主
義
に
お
い
て
は
、「
価
値
を
含
み
、
当
為
と
し
て
の
行
政
手
続
の
観
点
」

か
ら
の
行
政
手
続
に
変
化
す
る
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
博
士
は
、
法
の
基
本
的
な
考
え
方
の
展
開
に
伴
う
行
政
手
続
の
観
念
の
変
化
と
い

う
意
味
で
「
行
政
手
続
観
」
と
い
う
表
現
を
使
っ
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
高
田
敏
『
法
治
国
家
観
の
展
開
』（
有
斐
閣
・
二
〇
一
三
年
）
四
五

二
頁
以
下
、
阪
大
法
学
三
九
巻
三
・
四
号
（
一
九
九
〇
年
）「
日
本
に
お
け
る
行
政
手
続
観
の
展
開
」
を
参
照
。
本
稿
に
お
け
る
「
行
政
手
続

観
」
の
用
語
は
、
博
士
の
用
法
を
参
考
と
し
て
い
る
。

一
九
二
一
年
に
独
立
し
て
直
ち
に
ソ
連
の
衛
星
国
と
な
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
不
利
益
処
分
手
続
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
ド
ゥ
ル
グ
ー

ン　

バ
ト
ト
ル
ガ
「
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
不
利
益
処
分
手
続
の
歴
史
的
展
開
─
─
二
〇
一
五
年
行
政
一
般
法
に
至
る
ま
で
の
状
況
─
─

（
一
）・（
二
・
完
）」、
阪
大
法
学
六
九
巻
五
・
六
号
（
二
〇
二
〇
年
）、「
モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
不
利
益
処
分
手
続
の
展
開
─
─
二
〇
一
五
年
行

政
一
般
法
制
定
以
降
の
状
況
─
─
（
一
）・（
二
・
完
）」
阪
大
法
学
七
〇
巻
五
・
六
号
（
二
〇
二
一
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

こ
の
「долж

ностное лицо

（dolzhnostnoye litso
）」
に
は
、「
役
職
者
」
と
い
う
訳
も
あ
る
。
な
お
、「долж

ностное лицо

」
の
中

に
は
、
決
定
権
限
を
持
た
な
い
者
は
、
含
ま
れ
て
い
な
い
た
め
、
日
本
法
で
い
う
「
公
務
員
」
の
概
念
よ
り
狭
い
概
念
で
あ
る
。
な
お
、
決
定

権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
る
社
会
団
体
等
の
役
職
者
を
含
む
と
い
う
意
味
に
お
い
て
は
、
日
本
の
「
公
務
員
」
概
念
よ
り
、
広
い
概
念
と
い
え
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、http://ruseel.w

orld.coocan.jp/judiciary.htm

を
参
照
（
二
〇
二
一
年
六
月
五
日
）。

稲
子
恒
夫
（
訳
）『
ソ
ヴ
ェ
ト
行
政
法
』（
一
九
五
六
年
）
八
七
頁
。

藤
田
勇
『
マ
ル
ク
ス
主
義
法
理
論
の
方
法
的
基
礎
』（
日
本
評
論
社
・
二
〇
一
〇
年
）
三
〇
三
頁
。

藤
田
勇
、
杉
浦
一
孝
『
体
制
転
換
期
ロ
シ
ア
の
法
改
革
』（
法
律
文
化
社
・
一
九
九
八
年
）
二
九
六
頁
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）
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た
だ
し
、
パ
シ
ュ
カ
ー
ニ
ス
（П

аш
уканис Е.Б

）
は
、
ヴ
ィ
シ
ン
ス
キ
ー
と
、
ス
ト
ゥ
ー
チ
カ
の
主
張
す
る
「
法
」
の
定
義
を
批
判
し
、

「
マ
ル
ク
ス
主
義
は
階
級
と
い
う
範
疇
を
多
用
す
る
こ
と
に
し
て
も
、
法
の
認
識
や
法
実
務
に
お
い
て
階
級
的
利
害
関
係
を
重
視
し
た
り
、
階

級
闘
争
的
な
契
機
を
と
り
い
れ
た
り
す
る
こ
と
が
即
マ
ル
ク
ス
主
義
的
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。

パ
シ
ュ
カ
ー
ニ
ス
の
法
理
論
に
つ
い
て
は
、
渋
谷
謙
次
郎
「
パ
シ
ュ
カ
ー
ニ
ス
法
理
論
の
再
検
討
（
一
）：『
法
の
一
般
理
論
と
マ
ル
ク
ス
主

義
』
を
め
ぐ
っ
て
」
神
戸
法
学
雑
誌
六
二
巻
一
・
二
号
（
二
〇
一
二
年
）
五
九
頁
か
ら
一
三
一
頁
、
渋
谷
謙
次
郎
「
パ
シ
ュ
カ
ー
ニ
ス
法
理
論

の
再
検
討
（
二
・
完
）：『
法
の
一
般
理
論
と
マ
ル
ク
ス
主
義
』
を
め
ぐ
っ
て
」
神
戸
法
学
雑
誌
六
二
巻
三
・
四
号
（
二
〇
一
三
年
）
一
頁
か
ら

五
五
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

稲
子
恒
夫
「
ソ
ヴ
ェ
ト
行
政
理
論
の
若
干
の
問
題
」、
稲
子
恒
夫
（
訳
）『
ソ
ヴ
ェ
ト
行
政
法
』（
一
九
五
六
年
）
四
五
五
頁
。

同
上
。

竹
森
正
孝
「
現
存
社
会
主
義
に
お
け
る
国
家
体
制
と
人
民
代
表
制
」
藤
田
勇
編
『
権
威
的
秩
序
と
国
家
』（
東
京
大
学
出
版
会
・
一
九
八

七
年
）
三
三
三
頁
か
ら
三
六
五
頁
。

ネ
マ
ト
フ
・
ジ
ュ
ラ
ベ
ッ
ク
「
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
行
政
裁
判
制
度
の
法
的
諸
問
題
─
─
旧
ソ
連
に
お
け
る
行
政
に
対
す
る
司
法

審
査
と
の
比
較
研
究
─
─
（
一
）」
名
古
屋
大
学
・
法
政
論
集
二
五
九
号
（
二
〇
一
四
年
）
二
六
四
頁
。

藤
田
勇
『
ソ
ビ
エ
ト
法
』（
東
京
大
学
出
版
会
・
一
九
八
六
年
）
九
頁
。

稲
子
・
前
掲
注
（
５
）
一
六
一
頁
。

同
書
に
お
い
て
「
ウ
カ
ー
ズ
（указ

）」
は
、
幹
部
会
令
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
ウ
カ
ー
ズ
」
は
、「
国
家
権
力
の
最
高
機
関
の
権
限

に
属
す
る
問
題
に
つ
い
て
公
布
さ
れ
、
他
の
行
政
行
為
よ
り
も
大
き
な
法
律
的
効
力
を
持
っ
て
お
」
り
、
例
え
ば
、「
あ
る
企
業
を
一
つ
の
官

庁
か
ら
他
の
官
庁
へ
移
管
す
る
幹
部
会
令
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
稲
子
・
前
掲
注
（
５
）
一
七
七
頁
。

稲
子
・
前
掲
注
（
５
）
一
六
一
頁
。

同
上
。

С
орокин В.Д. П

роблемы
 административного процесса. М

., 1968. С
. 52.

Там ж
е. С

. 52.

こ
の
「
行
政
プ
ロ
セ
ス
す
な
わ
ち
行
政
手
続
」（административны

й процесс
）
は
、
藤
田
・
前
掲
注
（
13
）
三
一
八
頁
で
は
、「
行
政

（
8
）

（
9
）

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）

（
16
）

（
17
）

（
18
）

（
19
）

（
20
）
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訴
訟
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
行
政
手
続
（административны

й процесс

）」
を
英
語
の
「adm

inistrative jurisdiction

に
あ
た
る

административная ю
рисдикция

」
と
同
様
な
意
味
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

С
орокин В.Д. Указ. соч. С

. 76.

Там ж
е. С

. 79.

Там ж
е. С

. 82.

О
б утверж

дении П
олож

ений о Л
енинских и Государственны

х прем
иях С

С
С

Р и о К
ом

итетах по Л
енинским

 и 

Государственны
м премиям С

С
С

Р при С
овете М

инистров С
С

С
Р (фактически не применяется)

─U
R

L: http://docs.cntd.ru/

docum
ent/901825737

（
二
〇
二
一
年
五
月
一
日
最
終
閲
覧
）。

藤
田
・
前
掲
注
（
13
）『
ソ
ビ
エ
ト
法
』
三
一
八
頁
。

Кодекс РС
Ф

С
Р об административны

х правонаруш
ениях: федер.закон от 20.07.1984 г.

─U
R

L:http://w
w

w
.consultant.ru/

docum
ent/cons_doc_LAW

_2318/
（
二
〇
二
一
年
五
月
一
日
最
終
閲
覧
）。

藤
田
・
前
掲
注
（
13
）『
ソ
ビ
エ
ト
法
』
二
九
三
頁
。

市
橋
克
哉
「
旧
ソ
連
お
よ
び
ロ
シ
ア
に
お
け
る
行
政
処
罰
法
制
」、
藤
田
勇
『
体
制
転
換
期
ロ
シ
ア
の
法
改
革
』（
一
九
九
八
年
）
二
四
九

頁
。

藤
田
・
前
掲
注
（
13
）『
ソ
ビ
エ
ト
法
』
三
二
〇
頁
。

市
橋
・
前
掲
注
（
28
）「
旧
ソ
連
お
よ
び
ロ
シ
ア
に
お
け
る
行
政
処
罰
法
制
」
二
五
一
頁
。

同
上
。

藤
田
・
前
掲
注
（
13
）『
ソ
ビ
エ
ト
法
』
二
九
五
頁
。

稲
子
・
前
掲
注
（
５
）
二
〇
四
頁
。

О
 дальнейш

ем ограничении применения ш
трафов, налагаемы

х в административном порядке: П
резидиум верховного 

совета сссруказ от 21.07.1961.

─U
R

L: https://docs.cntd.ru/docum
ent/9007314

（
二
〇
二
一
年
五
月
七
日
最
終
閲
覧
）。

藤
田
・
前
掲
注
（
13
）『
ソ
ビ
エ
ト
法
』
二
九
五
頁
に
よ
れ
ば
、
過
料
が
大
幅
に
用
い
ら
れ
る
と
、「
そ
の
氾
濫
が
行
政
の
障
害
に
な
る
に

至
っ
」
た
。
そ
の
た
め
、
一
九
六
一
年
の
連
邦
最
高
ソ
ビ
エ
ト
幹
部
会
令
に
よ
り
、
過
料
が
賦
科
さ
れ
る
「
適
用
対
象
の
縮
小
（
機
関
、
企
業
、

（
21
）

（
22
）

（
23
）

（
24
）

（
25
）

（
26
）

（
27
）

（
28
）

（
29
）

（
30
）

（
31
）

（
32
）

（
33
）

（
34
）

（
35
）
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組
織
を
除
外
）、
適
用
権
限
機
関
の
制
限
、
適
用
手
続
の
厳
格
化
等
」
の
整
理
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
整
理
（
改
正
）
は
、
八
四
年
違
反

法
典
に
も
採
用
さ
れ
た
。

「
義
務
的
決
定
」
と
は
、
法
律
の
範
囲
内
で
す
べ
て
の
市
民
ま
た
は
そ
の
個
々
の
グ
ル
ー
プ
あ
る
い
は
施
設
、
組
織
に
対
し
て
義
務
を
定

め
る
行
為
で
あ
る
。
稲
子
・
前
掲
注
（
５
）
一
八
三
頁
。

稲
子
・
前
掲
注
（
５
）
二
〇
六
頁
。

藤
田
・
前
掲
注
（
13
）
二
九
六
頁
。

藤
田
・
前
掲
注
（
13
）
二
九
五
頁
で
は
、「
特
殊
な
権
利
の
剝
奪
」
と
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
自
動
車
運
転
免
許
の
取
消
し
以
外

に
も
、
狩
猟
免
許
の
取
消
し
を
挙
げ
て
い
る
。

稲
子
・
前
掲
注
（
５
）
二
一
一
頁
。

稲
子
・
前
掲
注
（
５
）
二
一
三
頁
以
下
。

藤
田
勇
『
ソ
ビ
エ
ト
法
史
研
究
（
初
版
）』（
東
京
大
学
出
版
会
・
一
九
八
二
年
）
四
一
四
頁
。

稲
子
・
前
掲
注
（
５
）
二
一
四
頁
。

上
田
寛
「
ロ
シ
ア
の
司
法
改
革
と
検
事
監
督
制
度
の
動
揺
：
公
判
前
手
続
に
お
け
る
検
察
官
の
役
割
を
契
機
と
し
て
」
国
際
公
共
政
策
研

究
第
六
巻
第
二
号
（
二
〇
〇
二
年
）
八
一
頁
か
ら
一
〇
一
頁
。

市
橋
克
哉
「
ソ
連
邦
に
お
け
る
行
政
に
対
す
る
司
法
審
査
（
一
）」
名
古
屋
大
学
法
政
論
集
九
六
号
（
一
九
八
三
年
）
三
一
〇
頁
以
下
。

市
橋
教
授
は
、
同
論
文
に
お
い
て
、
西
側
の
ソ
ビ
エ
ト
行
政
の
研
究
者
で
あ
る
ス
ミ
ス
（G

ordon B.Sm
ith

）
が
検
察
庁
な
ど
の
機
関
誌
『
社

会
主
義
的
適
法
性
《С

оциалистическая законность
》』
の
「
一
般
監
督
の
実
例
か
ら
」
と
い
う
欄
に
記
載
さ
れ
た
事
件
を
分
析
し
た
も
の

を
紹
介
し
、
上
記
の
結
論
を
述
べ
て
い
る
。

稲
子
・
前
掲
注
（
５
）
二
四
五
頁
。

市
橋
・
前
掲
注
（
45
）「
ソ
連
邦
に
お
け
る
行
政
に
対
す
る
司
法
審
査
」
三
〇
九
頁
。
市
橋
教
授
は
、
同
論
文
に
お
い
て
チ
ェ
チ
ョ
ー
ト

（Ч
ечот

 Д.М

）
の
著
書
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
資
料
を
挙
げ
、
ソ
連
に
お
け
る
不
服
申
立
て
の
制
度
の
欠
陥
を
整
理
し
て
い
る
。

関
哲
夫
「
ソ
連
に
お
け
る
行
政
行
為
の
司
法
審
査
」
関
哲
夫
『
地
方
行
政
と
争
訟
』（
勁
草
書
房
・
一
九
八
二
年
）
一
八
九
頁
か
ら
二
四

四
頁
。

（
36
）

（
37
）

（
38
）

（
39
）

（
40
）

（
41
）

（
42
）

（
43
）

（
44
）

（
45
）

（
46
）

（
47
）

（
48
）
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ロシアにおける不利益処分手続の展開　

ソ
連
に
お
け
る
行
政
裁
判
制
度
の
議
論
に
つ
い
て
、
ネ
マ
ト
フ
・
ジ
ュ
ラ
ベ
ッ
ク
「
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
行
政
裁
判
制
度
の
法
的

諸
問
題
─
─
旧
ソ
連
に
お
け
る
行
政
に
対
す
る
司
法
審
査
と
の
比
較
研
究
─
─
（
一
か
ら
六
・
完
）」
名
古
屋
大
学
法
政
論
集
（
二
五
九
号
か

ら
二
七
一
号
）（
二
〇
一
四
年
か
ら
二
〇
一
七
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

市
橋
・
前
掲
注
（
45
）「
ソ
連
邦
に
お
け
る
行
政
に
対
す
る
司
法
審
査
」
三
〇
八
頁
以
下
。

一
九
七
七
年
憲
法
下
に
お
け
る
行
政
訴
訟
の
あ
り
方
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
市
橋
克
哉
「
ソ
連
邦
に
お
け
る
行
政
に
対
す
る
司
法
審
査

（
一
）
と
（
二
・
完
）」
名
古
屋
大
学
法
学
部
法
論
集
九
六
号
（
一
九
八
三
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

О
 порядке обж

алования в суд неправомерны
х действий долж

ностны
х лиц, ущ

емляю
щ

их права граж
дан :С

С
С

Р. Закон от 

30.07.1987 №
7287 -X

I. U
R

L: https://base.garant.ru/12127980/

（
二
〇
二
一
年
五
月
一
〇
日
最
終
閲
覧
）。

一
九
三
八
年
の
「
ソ
同
盟
お
よ
び
同
盟
構
成
共
和
国
、
自
治
共
和
国
の
裁
判
所
構
成
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、「
裁
判
」
は
、
ソ
同
盟

の
す
べ
て
の
施
設
、
公
務
員
お
よ
び
人
民
が
、
ソ
ビ
エ
ト
の
法
律
を
正
確
に
か
つ
歪
め
ず
に
執
行
す
る
こ
と
を
保
障
す
る
と
明
記
さ
れ
て
い
た
。

稲
子
・
前
掲
注
（
５
）
二
三
一
頁
。

上
田
寛
・
前
掲
注
（
44
）
九
〇
頁
。

藤
田
・
前
掲
注
（
42
）『
ソ
ビ
エ
ト
法
史
研
究
』
四
四
三
頁
。

藤
田
勇
、
杉
浦
一
孝
『
体
制
転
換
期
ロ
シ
ア
の
法
改
革
』（
法
律
文
化
社
・
一
九
九
八
年
）
四
頁
以
下
。

上
野
俊
彦
「
ロ
シ
ア
に
お
け
る
連
邦
制
改
革
：
プ
ー
チ
ン
か
ら
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
へ
」
仙
石
学
・
林
忠
行
編
『
体
制
転
換
研
究
の
先
端
的

議
論
（
ス
ラ
ブ
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究
報
告
集
二
、
一
─
一
〇
）』（
二
〇
一
〇
年
）
二
頁
以
下
。

Конституция Российской Ф
едерации: принята 12 ию

ня 1993 г.

─U
R

L: http://w
w

w.constitution.ru/10003000/10003000-3.

htm
.

こ
れ
に
は
邦
訳
が
あ
る
。
原
隆
「『
ロ
シ
ヤ
連
邦
憲
法
』
邦
訳
」
札
幌
法
学
五
巻
二
号
（
一
九
九
四
年
）
九
九
頁
以
下
、
札
幌
法
学
六
巻

一
・
二
号
（
一
九
九
五
年
）
九
九
頁
以
下
。

ロ
シ
ア
連
邦
憲
法
一
条
一
項
に
お
い
て
は
、「правовое государство
（pravovoye gosudarstvo

）」
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
を
英
訳
す
る
際
に
、「legal state

」
ま
た
は
「rule of law

 state

」
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
四
条
二
項
で
は
、「верховенстово закона

（verhovenstovo zakona

）」
す
な
わ
ち
「
法
律
の
支
配
（
制
定
法
の
優
位
）」
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
ロ
シ
ア
は
、「
法
の
支

配
」
な
い
し
「
法
律
の
支
配
」、「
法
治
主
義
」
に
関
す
る
概
念
的
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

（
49
）

（
50
）

（
51
）

（
52
）

（
53
）

（
54
）

（
55
）

（
56
）

（
57
）

（
58
）

（
59
）
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論　　　説

ガ
ジ
ス
・
Ａ
・
ガ
ジ
ー
エ
フ
（
安
田
理
恵
訳
）「
法
の
支
配
と
い
う
ロ
シ
ア
の
裁
判
法
理
─
─
そ
の
後
二
〇
年
─
─
」
岡
田
正
則
、
紙
野
健

二
、
高
橋
明
男
編
訳
『
法
の
支
配
と
法
治
主
義
』（
成
文
堂
・
二
〇
二
〇
年
）
二
八
三
頁
か
ら
三
一
四
頁
、
ユ
ー
リ
・
ア
・
シ
ャ
ラ
ン
デ
ィ

ン
・
ド
ミ
ト
リ
ー
・
ヴ
ェ
・
ク
ラ
フ
チ
ェ
ン
コ
（
中
山
顕
訳
）「
法
の
支
配
、
法
治
国
家
そ
の
他
の
国
際
的
な
法
理
─
─
そ
の
収
斂
と
差
異
の

言
語
上
の
諸
側
面
─
─
」
同
書
一
九
九
頁
か
ら
二
〇
八
頁
を
参
照
。

Кодекс Российской Ф
едерации об административны

х правонаруш
ениях: федер. закон от 30.12.2001 N

 195-Ф
З.

─U
R

L: 

http://w
w

w.consultant.ru/docum
ent/cons_doc_LAW

_34661/

（
二
〇
二
一
年
五
月
一
日
最
終
閲
覧
）。

Кодекс административного судопроизводства Российской Ф
едерации: федер. закон от 08.03.2015 N

 21-Ф
З.

─U
R

L: http://

w
w

w.consultant.ru/docum
ent/cons_doc_LAW

_176147/

（
二
〇
二
一
年
五
月
一
日
最
終
閲
覧
）。

Бунякин Н
.Е. Концепция становления и развития административного права в россии. Тамбов., 2002.

上
野
俊
彦
「
プ
ー
チ
ン
政
権
下
の
連
邦
制
度
改
革
と
行
政
改
革
」、
外
務
省
「
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
進
め
る
焦
眉
の
制
度
改
革
（
政
治

面
）」
報
告
書
、（
二
〇
〇
三
年
）
五
頁
以
下
。

С
т

арилов Ю
.Н

. Российский закон об административны
х процедурах долж

ен стать неотъемлемой частью
 современного 

административного законодательства // С
овременны

е проблемы
 и стратегии законотворчества. 2015. №

3. С
. 23.

Л
омакина В.Ф

. А
дминистративны

е процедуры
: понятие, виды

, перспективы
 правового регулирования. М

атериалы
 

конференции - Н
овосибирск: С

ибУ
П

К
, 2018. С

. 27. 

最
も
根
本
的
な
議
論
と
し
て
は
、
こ
こ
で
「
狭
義
の
意
味
に
お
け
る
行
政
手
続
」

と
し
て
訳
し
て
い
る
「
行
政
プ
ロ
ツ
ェ
ド
ゥ
ー
ラ
（административная процедура

）」
と
、
広
義
の
意
味
に
お
け
る
「
行
政
手
続
」
を
意

味
す
る
「
行
政
プ
ロ
セ
ス
（административны

й процесс
）」
を
い
か
に
区
別
す
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
例
え
ば
、
ル
キ
ナ

（Лучина О
.В

）
を
は
じ
め
一
部
の
学
者
は
、
広
義
の
意
味
に
お
け
る
「
行
政
手
続
」
と
狭
義
の
意
味
に
お
け
る
「
行
政
手
続
」
は
、
実
務

的
に
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
間
に
境
界
線
を
描
く
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
他
方
、
現
在
、
最
も
有
力
で
あ
る
の
は
、
狭

義
の
意
味
に
お
け
る
「
行
政
手
続
」
を
広
義
の
意
味
に
お
け
る
「
行
政
手
続
」
の
一
種
と
み
る
見
解
で
あ
る
。

　

ま
た
、Starilov Yuriy N

ikolaevich. A
dm

inistrative procedures in the system
 of adm

inistrative law
: contents, legal m

eaning, and for

m
ation of legislation. A

dm
inistrative Law

 R
eform

 in U
zbekistan: Experiences and Problem

s from
 the Legal V

iew
point: collection of 

Sem
inar Papers. N

agoya; Tashkent, 2008. 13 -34 

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
60
）

（
61
）

（
62
）

（
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）

（
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）

（
65
）
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ロシアにおける不利益処分手続の展開　

本
稿
で
は
、「ю

рисдикционны
й

（yurisdiktsionny

）」
を
「
裁
断
的
」
と
訳
し
て
い
る
が
、「
審
決
的
」
と
い
う
訳
語
も
あ
る
。
藤

田
・
前
掲
注
（
13
）『
ソ
ビ
エ
ト
法
』
三
一
八
頁
。

Л
омакина В.Ф

. Указ. соч. С
. 27.

Давы
дов К

.В. А
дминистративны

е процедуры
: проблемы

 классификации // П
раво В

естник Н
иж

егородского университета 

им. Н
.И

.Лобачевского. 2017. №
2. С

. 116 -122.

Л
апина М

.А. С
истема административного процесса // В

опросы
 экономики и права. 2012. №

1. С
. 36.

Козлов Ю
.М

. А
дм

инистративно-процесууальная деятельность гл.15 А
дм

инистративное право: учебник/под ред.

Л
.Л

.П
опова. М

., 2005. С
. 391.

Ш
ергин А.П

. А
дминистративная ю

рисдикция. М
., 1979. С

. 17 -26.

П
опов Л

.Л
, Зубарев С

.М
. Указ соч. С

. 13.

通
説
で
は
、
事
前
行
政
手
続
に
関
す
る
法
律
を
「
オ
ブ
・
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
ラ
テ
ィ
ブ
ニ
・
プ
ロ
ツ
ェ
ド
ゥ
ー
ラ
」（О

б 

административны
х процедурах

）」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
ス
タ
ロ
ス
チ
ン
（Старостин С

.А

）
は
「
オ
ブ
・
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
ラ
テ
ィ
ブ

ニ
・
プ
ロ
イ
ズ
ワ
ォ
ツ
ワ
ォ
（О

б административном производстве

）」
と
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
、
ロ
シ
ア
に
お
い
て
「
事
前
行
政

手
続
」
に
対
す
る
統
一
的
な
理
解
が
定
着
し
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

П
опов Л

.Л
, Зубарев С

.М
. Указ соч. С

. 231.

П
опов Л

.Л
, Зубарев С

.М
. Указ соч. С

. 223, С
т

арост
ин С

.А. О
 С

оотнош
ении понятий “А

дминистративны
й процесс”, 

“А
дминистративное производство”, “А

дминистративны
е процедуры

” // В
естник Университета. 2016. №

5.

С
т

арилов Ю
.Н

. Указ. соч. С
. 25.

Там ж
е, С

.25.

Давы
дов К

.В. Указ соч. С
. 121.

Там ж
е. С

. 121.

С
илайчев М

.В. П
роблемы

 административного права //А
ктуальны

е проблемы
 российского права. 2007. №

2. С
. 67.

Там ж
е. С

. 66.

（
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）
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）
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）
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）
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）
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）
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）
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）
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論　　　説

ド
イ
ツ
で
は
、
行
政
手
続
法
が
一
九
七
六
年
に
制
定
さ
れ
て
い
る
。
総
務
庁
行
政
管
理
局
『
行
政
手
続
法
の
制
定
に
向
け
て
─
─
新
し
い

行
政
ス
タ
イ
ル
の
確
立
─
─
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
・
一
九
九
〇
年
）
一
一
三
頁
以
下
。

ア
メ
リ
カ
の
行
政
手
続
法
（Adm

inistrative Procedure Act

）
は
、
一
九
四
六
年
に
制
定
さ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
行
政
手
続
法
の
邦

訳
と
し
て
、
宇
賀
克
也
の
訳
が
あ
る
。
総
務
庁
行
政
管
理
局
『
行
政
手
続
法
の
制
定
に
向
け
て
─
─
新
し
い
行
政
ス
タ
イ
ル
の
確
立
─
─
』

（
ぎ
ょ
う
せ
い
・
平
成
二
年
）
九
三
頁
以
下
。

フ
ラ
ン
ス
は
、
も
と
も
と
統
一
的
な
行
政
手
続
法
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
な
お
、
総
務
庁
行
政
管
理
局
『
行
政
手
続
法
の
制
定
に
向
け

て
─
─
新
し
い
行
政
ス
タ
イ
ル
の
確
立
─
─
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
・
一
九
九
〇
年
）
七
四
頁
に
よ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ

の
判
例
に
よ
り
、
防
禦
権
の
法
理
が
形
成
さ
れ
、
ま
た
、
一
九
七
九
年
に
理
由
付
記
法
が
制
定
さ
れ
、
一
九
八
三
年
に
デ
ク
レ
な
ど
に
よ
り
、

不
利
益
処
分
に
関
し
て
事
前
手
続
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
一
二
日
の
授
権
に
基
づ
き
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
二

三
日
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
お
よ
び
同
日
の
デ
ク
レ
に
よ
っ
て
「
公
衆
と
行
政
と
の
関
係
に
関
す
る
法
典
」
が
成
立
し
、
二
〇
一
六
年
一
月
一
日
か
ら

施
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
飯
島
淳
子
「
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
の
法
典
化
─
─
公
衆
と
行
政
と
の
関
係
に
関
す
る
法
典
─
─
」
行
政

法
研
究
第
二
七
号
（
二
〇
一
八
年
）
二
五
頁
か
ら
四
三
頁
を
参
照
。

Ш
т

ат
ина М

.А. П
ути развития законодательства об адм

инистративны
х процедурах. М

атериалы
 конф

еренции - 

Н
овосибирск: С

ибУ
П

К
, 2018. С

. 7 -25.

ロ
シ
ア
に
お
い
て
、
近
年
は
、
日
本
の
行
政
手
続
法
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、О

палев Р.О
. Закон Я

понии об 

административной процедуре. М
., 2019. 

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
書
の
は
し
が
き
に
お
い
て
、「
日
本
の
行
政
手
続
法
は
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
諸
国
に
お
け
る
行
政
手
続
法
と
比
べ
て
は
る
か
に
遅
れ
て
採
択
さ
れ
た
が
、
そ
の
内
容
は
、
よ
り
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
（взвеш

енны
й

）

か
つ
詳
細
（детальны

й

）
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
ロ
シ
ア
国
内
の
研
究
者
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。」
と
し
て
い
る
。
同
書
、
六
頁
。

М
ихайлович Г.А. О

 назначении и некоторы
х особенностях адм

инистративны
х реглам

ентов как правовы
х актов 

управления // М
арийский ю

ридический вестник. 2015. №
1/12/. С

. 40

　

П
опов Л

.Л
, Зубарев С

.М
. Указ. соч. С

. 208. 

行
政
権
の
行
使
に
関
す
る
多
く
の
問
題
、
と
く
に
、
行
政
裁
量
の
濫
用
、
恣
意
的
な
行
政

手
続
等
の
問
題
が
存
在
す
る
背
景
の
下
で
、
行
政
権
力
の
機
関
が
権
限
を
行
使
す
る
た
め
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
行
政
規
則
に
お
い
て
定
め
る
こ
と

は
、
行
政
改
革
の
一
種
で
あ
っ
た
。
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ロシアにおける不利益処分手続の展開　
С

т
арилов Ю

.Н
. Указ. соч. С

. 25.

П
опов Л

.Л
, Зубарев С

.М
. Указ. соч. С

. 208.

Там ж
е. С

. 210.

最
初
に
、
行
政
規
則
に
つ
い
て
法
律
で
委
任
し
た
の
は
、「
ロ
シ
ア
連
邦
の
国
家
公
務
員
（О

 государственной граж
данской служ

бе 

Российской Ф
едерации: ф

едер. закон от 27.07.2004 №
79 -Ф

З.

─

U
R

L: http://w
w

w
.consultant.ru/docum

ent/cons_doc_

LAW
_48601/

（
二
〇
二
一
年
五
月
一
日
最
終
閲
覧
）」
に
関
す
る
連
邦
法
で
あ
っ
た
。
同
法
四
七
条
に
お
い
て
、「
規
則
（долж

ностной 

регламент
）」
と
い
う
概
念
が
用
い
ら
れ
、
公
務
員
の
就
任
要
件
な
ど
を
規
則
で
定
め
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
な
お
、
同
条
二
項
五
号
に

お
い
て
は
、「
規
則
」
に
お
い
て
、
公
務
員
が
、
決
定
（реш

ение

）
を
す
る
場
合
の
検
討
の
手
順
や
期
限
な
ど
に
つ
い
て
も
規
定
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
二
〇
一
〇
年
の
「
国
及
び
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
い
て
（О

 предоставлении государственны
х и 

м
униципальны

х услуг: ф
едер. закон от 27.07.2010 №

210 -Ф
З.

─

U
R

L: http://w
w

w
.consultant.ru/docum

ent/cons_doc_

LAW
_103023/

（
二
〇
二
一
年
三
月
一
〇
日
最
終
閲
覧
）」
の
連
邦
法
の
採
択
に
伴
っ
て
、
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

関
す
る
行
政
規
則
が
新
た
に
登
場
し
た
。

П
опов Л

.Л
, Зубарев С

.М
. Указ. соч. С

. 208.

Н
овикова И

.Д. П
равовая регламентация деятельности органов власти по предоставлению

 государственны
х услуг в С

Ш
А

 

и РО
С

С
И

И
 // Ю

ридические науки. 2019. №
2. С

. 297, С
т

арилов Ю
.Н

. Указ. соч. С
. 25.

С
т

арилов Ю
.Н

. там ж
е. 

な
お
、
ス
タ
リ
ロ
フ
は
、
こ
う
し
た
通
説
を
批
判
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
行
政
手
続
法
の
制
定
は
、
現
代

の
法
治
国
家
に
お
け
る
行
政
法
の
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
行
政
手
続
法
の
有
無
に
よ
る
行
政
権
の
質
を
比
べ
る
こ
と
が
不
可
能
で

あ
る
こ
と
、
行
政
手
続
法
が
制
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
適
正
な
行
政
決
定
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
い
っ
た
理
由
を
挙
げ
て
い
る
。

П
охмелкины

м В.В. П
роект Ф

едерального закона №
64090-3 «О

б административны
х процедурах» // В

естник Университета 

имени О
.В

.Кутафина (М
ГЮ

А
). 2016. №

5 (21). С
. 15 -56.

Давы
дов К

.В. П
роект Ф

едерального закона «О
б административны

х процедурах и административны
х актах в Российской 

Ф
едерации» // В

естник Университета имени О
.В

. Кутафина (М
ГЮ

А
). 2016. №

5 (21). С
. 57 -91.
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論　　　説
О

палев Р.О
. Указ. соч. С

. 5.

Ш
т

ат
ина М

.А. Указ соч. С
. 10

Д
авы

дов К
.В. А

дм
инистративная реф

орм
а и адм

инистративны
е процедуры

: перспективы
 развития российского 

законодательства // В
ектор ю

ридической науки. 2018. №
1. С

. 105.

О
палев Р.О

. Указ. соч. С
. 5.

О
 внесении изменений и дополнений в некоторы

е постановления П
ленума В

ерховного Суда Российской Ф
едерации: 

П
остановления П

ленума В
ерховного суда РФ

 от 25.05.2000 №
19.

─U
R

L: http://base.garant.ru/12119744/

（
二
〇
二
一
年
三
月
一

〇
日
最
終
閲
覧
）。

Авдейко А.Г, Газизов Д.А. Законодательсво об административны
х правонаруш

ениях: реф
орма или модернизация // 

В
естник О

мской ю
ридической академии. 2017. Том 14. №

4. С
. 7.

Там ж
е. С

. 7.

違
反
法
典
二
八
・
四
条
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
の
は
、
法
人
、
個
人
、
公
務
員
の
違
反
行
為
で
あ
る
。
な
お
、
検
察
庁
法
二
五
条
に
よ
る
と
、

検
察
官
は
、
公
務
員
に
対
す
る
違
反
行
為
に
つ
い
て
、
賦
科
手
続
を
開
始
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
は
、
検
察
官
の
決

定
に
よ
り
開
始
さ
れ
た
事
件
の
多
く
が
、
個
人
（
法
人
）
に
対
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
検
察
官
の
決
定
に
よ
り
開
始
さ
れ
る
事
件
に
つ
い
て
、

違
反
法
典
と
検
察
庁
法
の
規
定
に
関
し
て
矛
盾
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

Безрукавая Н
.И

. В
озбуж

дение прокурором дел об административны
х правонаруш

ениях в отнош
ении граж

дан // В
естник 

В
ГУ. С

ерия: П
раво. 2016. №

4. С
. 254 -259.

こ
こ
で
い
う
、
資
格
剝
奪
は
、
営
業
活
動
を
行
う
に
あ
た
る
、
勤
労
権
（
営
業
権
）（права на труд

）
や
事
業
主
自
ら
の
能
力

（способности

）
や
財
産
（имущ

ество

）
を
自
由
に
利
用
す
る
権
利
を
制
限
す
る
制
裁
で
あ
る
。Ч

иж
евский В.С

. Комментарий к 

кодексу Российской Ф
едерации об административны

х правонаруш
ениях. М

., 2012. С
.33.

С
т

уденикина М
.С

. В
згляд на КоА

П
 РФ

 по прош
ествии десяти лет с момента введения его в действие // А

ктуальны
е 

проблемы
 административной ответственности: материалы

 всероссийской научно-практической конференции (О
мск, 25 мая 

2012 г / П
од ред. Ю

.Н
. С

оловья

─О
мск: О

мский ю
ридический институт, 2012. С

. 3-10.
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ロシアにおける不利益処分手続の展開　
Авдейко А.Г, Газизов Д.А. Указ. соч. С

.12.

О
 порядке рассмотрения обращ

ений граж
дан Российской Ф

едерации: федер.закон от 02.05.2006 №
 59 -Ф

З.

─U
R

L: http://

w
w

w.consultant.ru/docum
ent/cons_doc_LAW

_59999/

（
二
〇
二
一
年
三
月
一
〇
日
最
終
閲
覧
）。

П
опов Л

.Л
, Зубарев С

.М
. Указ соч. С

.249.

小
田
博
『
ロ
シ
ア
法
』（
東
京
大
学
出
版
会
・
二
〇
一
五
年
）
六
一
頁
。

О
 прокуратуре Российской Ф

едерации: федер. закон от 17.01.1992 N
 2202-1. U

R
L: http://w

w
w

.consultant.ru/docum
ent/

cons_doc_LAW
_262/

（
二
〇
二
一
年
三
月
一
〇
日
最
終
閲
覧
）
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
邦
訳
が
あ
る
。
森
下
敏
男
「
ロ
シ
ア
連
邦
検
察
庁
法
・

弁
護
士
法
」
神
戸
法
学
年
報
二
一
巻
（
二
〇
〇
五
年
）
二
一
頁
か
ら
六
六
頁
。

検
察
官
の
有
す
る
権
限
を
整
理
し
、
分
析
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、Л

ю
бчикова П

.М
. О

собенности полномочий прокурора при 

осущ
ествлении надзора за исполнением административного законодательства. Н

адзорны
е правовы

е средства // П
робелы

 в 

российском законодательсве. 2011. №
3. С

. 264 

を
参
照
さ
れ
た
い
。

竹
中
浩
「
ロ
シ
ア
の
公
的
部
門
と
法
律
専
門
家
」
高
橋
明
男
編
『
日
本
型
法
治
主
義
を
超
え
て
─
─
行
政
の
中
の
法
の
担
い
手
と
し
て
の

法
曹
・
公
務
員
─
─
』（
大
阪
大
学
出
版
会
・
二
〇
一
八
年
）
一
〇
三
頁
。

Л
аскина Н

.В. П
рокурорский надзор: У

чебник. М
., 2012, М

ы
цы

ков А. С
мы

сл реф
орм

─повы
ш

ение эфф
ективности 

надзора // Законность. 2007. №
1.

М
ы

цы
ков А. Указ. соч.

二
〇
一
三
年
の
世
論
調
査
で
は
、「
ロ
シ
ア
に
お
け
る
裁
判
所
・
裁
判
官
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
参
加

者
の
う
ち
、
四
〇
％
が
否
定
的
、
二
四
％
が
肯
定
的
、
三
六
％
が
わ
か
ら
な
い
と
答
え
て
い
る
。П

о материалам официального сайта 

Ф
онда общ

ественного мнения «https://fom
.ru/B

ezopasnost-i-pravo/10551»

（
二
〇
二
一
年
五
月
七
日
最
終
閲
覧
）。
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